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学
外
研
修
「
吉
田
松
陰
・
国
士
舘
と
彦
根
藩
主
井
伊
家
ゆ
か
り
の
地
を
め
ぐ
る
散
策
」

　
の
教
育
的
効
果
に
つ
い
て

眞
保
昌
弘
・
小
川
快
之

キ
ー
ワ
ー
ド
：
歴
史
学
教
育
／
学
外
研
修
／
松
陰
神
社
／
国
士
舘
／
豪
徳
寺
／
世
田
谷
代
官
屋
敷

は
じ
め
に

歴
史
学
系
の
専
攻
の
大
学
生
の
学
習
意
欲
を
高
め
、
そ
れ
を
ど
の
よ
う
に
し
て
有
意
義
な
卒
業
論
文
づ
く
り
に
つ
な
げ
る
か
と
い
う

課
題
に
対
し
て
は
、
こ
れ
ま
で
も
多
く
の
大
学
教
員
が
さ
ま
ざ
ま
な
試
み
を
お
こ
な
っ
て
き
た
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
歴
史
学
系
の

大
学
生
の
現
状
を
見
る
と
、
も
と
も
と
自
主
的
に
史
跡
や
博
物
館
を
見
学
し
た
り
、
書
籍
を
読
ん
だ
り
、
テ
レ
ビ
番
組
を
見
て
い
て
歴

史
学
へ
の
関
心
が
と
て
も
高
い
学
生
が
一
定
程
度
存
在
し
て
い
る
も
の
の
、
一
方
で
史
跡
や
博
物
館
に
も
あ
ま
り
行
っ
た
こ
と
が
な

く
、
書
籍
も
あ
ま
り
読
ん
で
お
ら
ず
、
他
の
学
問
よ
り
は
や
や
好
ま
し
い
と
感
じ
た
だ
け
で
入
学
し
た
学
生
も
か
な
り
多
い
の
が
実
情

で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
実
情
を
考
え
る
と
、
も
と
も
と
は
あ
ま
り
歴
史
学
に
対
し
て
関
心
が
な
い
学
生
に
も
歴
史
学
へ
の
興
味
を
高

め
、
学
習
意
欲
が
高
い
学
生
と
も
上
手
く
交
流
し
つ
つ
、
卒
業
論
文
づ
く
り
の
作
業
に
取
り
組
ん
で
も
ら
う
た
め
に
は
、
何
ら
か
の
方

策
を
講
じ
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
方
策
と
し
て
、
従
来
か
ら
史
跡
や
博
物
館
の
見
学
が
行
わ
れ
て
き
た
が
、
た
だ
漫
然
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に
松
陰
神
社
を
創
建
し
た
。
そ
し
て
国
士
舘
は
そ
の
関
係
者
の
松
陰
を
慕
う
志
に
感
銘

し
た
松
陰
神
社
の
宮
司
の
厚
意
に
よ
り
、
毛
利
家
所
有
地
（
現
在
の
国
士
舘
大
学
メ
イ

プ
ル
セ
ン
チ
ュ
リ
ー
ホ
ー
ル
付
近
一
帯
）
を
含
む
神
社
の
隣
接
地
に
校
地
を
構
え
る
こ

と
に
な
っ
た
。

松
陰
神
社
の
境
内
に
は
松
陰
ほ
か
烈
士
の
墓
所
や
社
殿
、
松
陰
の
門
弟
や
縁
故
者
が

寄
贈
し
た
石
燈
籠
な
ど
の
ほ
か
、
松
陰
が
塾
主
を
し
て
い
た
萩
の
松
下
村
塾
を
再
現
し

た
建
物
も
あ
る
（
資
料
①
）。
こ
の
建
物
は
も
と
も
と
国
士
舘
が
構
内
に
建
て
、

一
九
四
一
年
に
松
陰
神
社
に
寄
贈
し
た
も
の
で
あ
る
。

ま
た
、
国
士
舘
大
学
の
周
辺
に
は
松
陰
ら
を
安
政
の
大
獄
で
弾
圧
・
処
刑
し
た
こ
と

に
よ
り
、
水
戸
浪
士
ら
に
よ
っ
て
桜
田
門
外
の
変
で
暗
殺
さ
れ
た
江
戸
幕
府
大
老
の
井

伊
直
弼
の
墓
所
が
あ
る
大だ
い

谿け
い

山ざ
ん

豪
徳
寺
も
あ
る
（
資
料
②
）。
曹
洞
宗
の
古
刹
で
あ
る

豪
徳
寺
は
彦
根
藩
主
井
伊
家
の
江
戸
の
菩
提
寺
で
あ
り
、
直
弼
以
外
の
歴
代
藩
主
の
墓

も
あ
り
、
国
指
定
史
跡
に
な
っ
て
い
る
。

な
お
、
豪
徳
寺
は
招
き
猫
発
祥
の
地
と
し
て
も
知
ら
れ
て
い
る
。
彦
根
藩
二
代
藩
主

の
井
伊
直な
お

孝た
か

が
鷹
狩
り
の
帰
り
に
こ
の
地
を
通
っ
た
際
に
、
寺
の
門
前
に
い
た
猫
に
手

招
き
さ
れ
、
寺
に
立
ち
寄
っ
た
と
こ
ろ
、
突
然
の
雷
雨
を
避
け
る
こ
と
が
で
き
、
さ
ら

に
和
尚
と
の
話
も
楽
し
む
こ
と
が
で
き
て
感
動
し
た
と
の
伝
承
が
あ
る
。
そ
の
た
め
、

境
内
に
は
、
招
福
観
音
を
祀
る
招
福
殿
が
あ
り
、
寺
務
所
で
は
招
き
猫
（
招
福
猫
児
）

と
史
跡
や
博
物
館
を
見
学
し
た
だ
け
で
は
あ
ま
り
教
育
的
な
効
果
は
期
待
で
き
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
よ
り
有
効
性
が
高
い
学
習
作

業
に
す
る
た
め
に
は
、
効
果
的
な
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
導
入
す
る
な
ど
そ
の
や
り
方
に
つ
い
て
様
々
な
検
討
を
加
え
る
必
要
が
あ
る
と

考
え
ら
れ
る
。

こ
う
し
た
点
に
つ
い
て
、
筆
者
小
川
は
す
で
に
東
洋
文
庫
研
究
員
の
中
村
威
也
・
相
原
佳
之
の
両
氏
と
と
も
に
、
国
士
舘
大
学
の
学

生
を
対
象
と
し
た
東
洋
文
庫
（
世
界
的
に
知
ら
れ
る
東
洋
学
の
図
書
館
兼
研
究
所
）
の
書
庫
見
学
を
中
心
と
す
る
学
外
研
修
で
、
ワ
ー

ク
シ
ー
ト
を
用
い
て
学
生
に
「
観
察
」
や
「
気
づ
き
」
の
視
点
を
提
示
し
な
が
ら
考
え
さ
せ
る
試
み
な
ど
を
行
い
、
そ
の
内
容
を
検
証

し
て
い
る（

（
（

。
そ
の
結
果
、
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
で
の
問
題
提
起
が
学
生
に
教
育
的
な
効
果
を
生
ん
で
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
た
が
、
学
生
の

学
習
状
況
に
合
っ
た
設
問
づ
く
り
や
事
前
知
識
の
十
分
な
学
習
を
し
な
け
れ
ば
、
よ
り
よ
い
効
果
を
期
待
で
き
な
い
こ
と
も
浮
き
彫
り

に
な
っ
た
。
そ
こ
で
本
論
文
で
は
、
こ
う
し
た
点
に
つ
い
て
さ
ら
に
検
証
す
る
た
め
に
、
二
〇
二
二
年
五
月
二
七
日
（
金
曜
日
）
に
、

国
士
舘
大
学
文
学
部
史
学
地
理
学
科
考
古
・
日
本
史
学
コ
ー
ス
が
一
年
生
を
対
象
と
し
て
行
っ
た
学
外
研
修
「
吉
田
松
陰
・
国
士
舘
と

彦
根
藩
主
井
伊
家
ゆ
か
り
の
地
を
め
ぐ
る
散
策
」
で
の
試
み
と
そ
の
教
育
的
効
果
に
つ
い
て
考
察
し
て
み
た
い
。

一
　
今
回
の
学
外
研
修
の
趣
旨

国
士
舘
大
学
は
、
幕
末
の
思
想
家
で
、
明
治
維
新
で
活
躍
し
た
多
く
の
志
士
・
明
治
の
元
勲
を
育
て
た
こ
と
で
知
ら
れ
る
吉
田
松
陰

の
教
育
を
模
範
と
し
て
い
る
縁
に
よ
り
松
陰
の
墓
所
が
あ
る
松
陰
神
社
の
近
く
に
キ
ャ
ン
パ
ス
を
構
え
て
い
る（

（
（

。
吉
田
松
陰
は
幕
政
批

判
を
強
め
た
こ
と
に
よ
り
、
安
政
の
大
獄
で
一
八
五
九
年
に
二
九
歳
で
刑
死
し
た
が
、
そ
の
後
に
門
下
生
が
長
州
藩
主
毛
利
家
の
別
邸

（
抱
屋
敷
）
が
あ
っ
た
世
田
谷
若
林
の
地
に
改
葬
し
、
一
八
八
二
年
に
は
最
後
の
長
州
藩
主
で
あ
っ
た
毛
利
元も
と

徳の
り

や
門
弟
ら
が
こ
の
地

資料①松陰神社境内にある松下村塾の再現建築（撮影：筆者小川）
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一
九
七
八
年
に
は
主
屋
と
表
門
が
国
の
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る（

（
（

（
資
料
③
）。
ま

た
、
隣
接
し
て
日
本
の
近
代
建
築
の
巨
匠
の
前
川
國
男
が
設
計
し
た
世
田
谷
区
立
郷
土
資
料

館
の
建
物
も
あ
る
。

な
お
、
世
田
谷
代
官
大
場
家
の
末
裔
で
、
東
京
帝
国
大
学
を
卒
業
し
て
明
治
か
ら
昭
和
に

か
け
て
農
業
技
術
の
分
野
で
活
躍
し
、
世
田
谷
の
地
域
振
興
に
尽
力
し
た
こ
と
で
も
知
ら
れ

る
大
場
信の
ぶ

續つ
ぐ

は
、
地
域
連
携
と
し
て
国
士
舘
商
業
学
校
の
初
代
校
長
を
務
め
て
い
る（

（
（

。

ま
た
、
世
田
谷
代
官
屋
敷
前
の
通
り
は
毎
年
年
末
と
年
始
に
ボ
ロ
市
が
開
か
れ
る
こ
と
で

知
ら
れ
、
ボ
ロ
市
通
り
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
ボ
ロ
市
は
戦
国
時
代
に
北
条
氏
が
開
い
た
楽
市

に
起
源
が
あ
る
と
言
わ
れ
、
江
戸
時
代
に
は
正
月
用
品
や
農
機
具
な
ど
を
売
る
歳
の
市
で

あ
っ
た
も
の
が
、
明
治
時
代
に
入
り
、
古
着
な
ど
の
売
買
が
主
流
に
な
り
、
ボ
ロ
市
と
呼
ば

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
さ
れ
る
。
現
在
は
一
二
月
一
五
日
・
一
六
日
、
一
月
一
五
日
・
一
六

日
に
開
か
れ
、
多
く
の
人
で
賑
わ
っ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
国
士
舘
大
学
周
辺
に
は
国
士
舘
大
学
の
歴
史
と
も
縁
が
あ
る
重
要
な
史
跡
が

多
く
存
在
し
て
い
る（

（
（

。
考
古
・
日
本
史
学
コ
ー
ス
で
は
従
来
初
年
次
教
育
と
し
て
秩
父
の
宿

泊
施
設
で
フ
レ
ッ
シ
ュ
マ
ン
キ
ャ
ン
プ
と
い
う
合
宿
形
式
の
研
修
会
を
実
施
し
て
い
た
が
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
流
行
を
受
け
て
実
施
で
き
な
く
な
っ
た
た
め
、
今
年
度
は
新
た
な

試
み
と
し
て
、
コ
ー
ス
主
任
の
筆
者
眞
保
と
一
年
学
年
担
当
の
筆
者
小
川
が
大
学
近
隣
に
あ

る
上
記
の
史
跡
に
注
目
し
、
こ
れ
ら
を
活
用
し
た
学
外
研
修
を
企
画
・
運
営
す
る
こ
と
と
し

を
購
入
す
る
こ
と
も
で
き
る
。
招
き
猫
は
願
い
が
叶
う
と
招
福
殿
に
納
め
る
習
慣
が
あ

る
た
め
、
招
福
殿
周
辺
に
は
福
を
招
い
た
と
さ
れ
る
多
く
の
招
き
猫
を
見
る
こ
と
が
で

き
る
。
ま
た
、
境
内
の
三
重
塔
に
も
招
き
猫
の
彫
り
物
が
あ
る
。

境
内
の
中
心
に
あ
る
仏
殿
は
直
孝
の
娘
の
掃
雲
院
が
父
の
菩
提
を
弔
う
た
め
に
建
て

た
も
の
で
、
掃
雲
院
が
、
江
戸
初
期
に
中
国
福
建
出
身
の
禅
僧
の
隠
元
隆
琦
が
開
い
た

黄お
う

檗ば
く

宗し
ゅ
う

の
名
僧
の
鉄て
つ

眼げ
ん

道
光
（
宝
蔵
国
師
）
に
帰
依
し
て
い
た
た
め
に
、
仏
殿
や
鉄

眼
の
弟
子
で
仏
師
の
松
雲
元
慶
（
祥
雲
）
作
の
仏
像
に
は
中
国
風
の
黄
檗
宗
の
様
式
を

見
る
こ
と
が
で
き
る
。

と
こ
ろ
で
江
戸
時
代
に
は
、
世
田
谷
や
太
子
堂
な
ど
計
二
〇
箇
村
が
彦
根
藩
世
田
谷

領
と
な
っ
て
い
て
、
そ
れ
を
治
め
る
た
め
に
世
田
谷
代
官
が
置
か
れ
て
い
た
。
世
田
谷

代
官
は
領
内
の
年
貢
の
収
納
や
治
安
維
持
な
ど
を
村
々
の
名
主
・
年
寄
に
指
示
を
し
な

が
ら
処
理
を
し
、
豪
徳
寺
で
行
わ
れ
る
法
要
な
ど
の
準
備
に
も
携
わ
っ
て
い
た
。
そ
し

て
石
橋
山
の
戦
い
で
知
ら
れ
る
武
将
の
大
庭
景か
げ

親ち
か

の
子
孫
と
さ
れ
、
戦
国
時
代
に
は
世

田
谷
を
拠
点
と
し
て
い
た
吉
良
氏
（
足
利
氏
の
な
が
れ
を
く
む
名
家
）
の
重
臣
で
あ
っ

た
大
場
氏
の
子
孫
が
代
官
職
を
世
襲
で
務
め
て
い
た
。

国
士
舘
大
学
か
ら
歩
い
て
一
五
分
ほ
ど
の
場
所
に
あ
る
世
田
谷
代
官
屋
敷
は
こ
の
世

田
谷
代
官
の
居
宅
兼
役
宅
で
、
大
場
代
官
屋
敷
と
も
言
わ
れ
、
東
京
都
内
に
唯
一
残
る

大
名
領
の
代
官
屋
敷
と
い
う
こ
と
で
、
一
九
五
二
年
に
都
史
跡
と
な
り
、
さ
ら
に

資料②豪徳寺の山門（前方奥が仏殿）（撮影：筆者小川）
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一
九
七
八
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は
主
屋
と
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財
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る（

（
（
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資
料
③
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築
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。
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携
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を
提
示
し
た
設
問
か
ら
な
る
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
と
事
前
学
習
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
た
た
め
、
今
回
は
、
史
跡
見
学
の
前
に
ま
ず
十

分
な
事
前
学
習
を
す
る
こ
と
と
し
、
ま
た
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
、
事
前
学
習
の
レ
ジ
ュ
メ
、
各
史
跡
の
解
説
文
（
カ
ラ
ー
写
真
つ
き
）、

学
生
の
記
入
欄
、
散
策
マ
ッ
プ
（
資
料
④
）
を
掲
載
し
た
ワ
ー
ク
ブ
ッ
ク
を
作
成
し
て
活
用
す
る
こ
と
と
し
た
。
ワ
ー
ク
ブ
ッ
ク
は
、

筆
者
小
川
が
、
国
士
舘
史
資
料
室
の
熊
本
好
宏
専
門
員
と
世
田
谷
区
立
郷
土
資
料
館
の
学
芸
員
の
協
力
を
得
な
が
ら
作
成
し
、
当
日
は

こ
れ
を
使
っ
て
研
修
を
実
施
し
た
。
ま
た
、
事
前
準
備
で
は
、
筆
者
小
川
が
郷
土
資
料
館
と
国
士
舘
史
資
料
室
と
打
ち
合
わ
せ
を
行

い
、
郷
土
資
料
館
と
国
士
舘
史
資
料
室
に
は
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
も
準
備
し
て
も
ら
い
、
当
日
は
そ
れ
ら
も
学
生
に
配
布
し
た
。

当
日
の
参
加
学
生
は
一
年
生
一
二
四
名
で
、
運
営
を
担
当
し
た
筆
者
眞
保
・
小
川
以
外
に
、
考
古
・
日
本
史
学
コ
ー
ス
の
専
任
教
員

の
勝
田
政
治
教
授
、
仁
藤
智
子
教
授
、
秋
山
哲
雄
教
授
、
石
野
裕
子
准
教
授
、
夏
目
琢
史
准
教
授
、
久
保
田
裕
次
准
教
授
と
三
年
生
の

学
生
ス
タ
ッ
フ
一
六
名
、
国
士
舘
史
資
料
室
の
熊
本
専
門
員
、
国
士
舘
大
学
広
報
課
の
津
守
ま
ど
か
職
員
、
世
田
谷
区
立
郷
土
資
料
館

の
松
浦
瑛
士
・
角か
く

和わ

裕
子
・
松
本
知
佳
の
各
学
芸
員
が
参
加
し
た
。

二
　
今
回
の
学
外
研
修
の
内
容

今
回
の
学
外
研
修
で
は
、
ま
ず
、
午
前
の
部
と
し
て
事
前
学
習
を
午
前
一
〇
時
か
ら
一
一
時
半
頃
ま
で
大
学
の
教
室
で
行
っ
た
。
内

容
と
し
て
は
、
筆
者
眞
保
・
小
川
が
今
回
の
研
修
の
趣
旨
や
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
説
明
し
た
後
、
明
治
維
新
期
が
専
門
で
、『〈
政
事
家
〉

大
久
保
利
通
・
近
代
日
本
の
設
計
者
』（
角
川
ソ
フ
ィ
ア
文
庫
、
二
〇
一
五
年
）
な
ど
多
数
の
著
作
が
あ
る
勝
田
教
授
が
「
松
陰
神
社

と
国
士
舘
そ
し
て
豪
徳
寺
」
を
テ
ー
マ
に
、
吉
田
松
陰
の
思
想
や
そ
れ
と
国
士
舘
の
設
立
経
緯
・
建
学
の
精
神
、
さ
ら
に
豪
徳
寺
と
の

関
連
性
に
つ
い
て
講
義
を
行
っ
た
（
資
料
⑤
）。
そ
れ
に
つ
づ
き
、
国
士
舘
の
史
資
料
の
整
理
研
究
を
進
め
て
き
た
熊
本
専
門
員
が

た
。
ま
た
、
地
域
連
携
に
よ
る
教
育
活
動
を
試
み
た
い
と
の
観
点
か
ら
、

世
田
谷
区
立
郷
土
資
料
館
と
の
連
携
も
模
索
す
る
こ
と
と
し
、
さ
ら
に
国

士
舘
史
資
料
室
に
も
協
力
を
依
頼
す
る
こ
と
に
し
た
。

そ
し
て
今
回
の
学
外
研
修
の
目
的
を
、
松
陰
神
社
と
国
士
舘
史
資
料

室
、
お
よ
び
彦
根
藩
主
井
伊
家
ゆ
か
り
の
豪
徳
寺
と
世
田
谷
代
官
屋
敷

を
、
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
し
な
が
ら
散
策
し
、
最
後
に
、
そ
の
観
察
結
果

を
ま
と
め
て
発
表
す
る
と
い
う
一
連
の
作
業
を
通
じ
て
史
跡
に
対
す
る
観

察
眼
を
養
う
こ
と
と
し
、
こ
の
よ
う
な
研
修
を
通
じ
て
史
跡
に
対
す
る
観

察
眼
を
養
う
こ
と
は
、
卒
業
論
文
の
テ
ー
マ
探
し
や
史
資
料
の
検
証
作
業

を
行
う
上
で
と
て
も
重
要
な
作
業
と
な
る
と
し
た
。
な
お
、
学
生
に
は
寺

社
見
学
の
目
的
は
参
拝
で
は
な
く
史
跡
見
学
で
あ
る
と
補
足
説
明
も
行
っ

て
い
る
。

ま
た
、
入
学
初
年
度
と
い
う
こ
と
で
、
学
生
同
士
の
人
間
関
係
づ
く
り

を
促
す
こ
と
も
重
要
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
た
た
め
、
各
二
〇
名
程
度
の
班

を
八
つ
編
成
し
、
班
ご
と
に
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
す
る
こ
と
と
し
、
各
班

に
は
専
任
教
員
一
名
が
付
き
添
い
、
加
え
て
三
年
生
の
ス
タ
ッ
フ
二
名
を

配
置
し
て
引
率
や
指
導
を
担
当
し
て
も
ら
う
こ
と
と
し
た
。

さ
ら
に
、
冒
頭
で
述
べ
た
よ
う
に
、「
観
察
」
や
「
気
づ
き
」
の
視
点

資料④ワークブックの散策マップ（作成：筆者小川）
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を
提
示
し
た
設
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か
ら
な
る
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
と
事
前
学
習
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
た
た
め
、
今
回
は
、
史
跡
見
学
の
前
に
ま
ず
十

分
な
事
前
学
習
を
す
る
こ
と
と
し
、
ま
た
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
、
事
前
学
習
の
レ
ジ
ュ
メ
、
各
史
跡
の
解
説
文
（
カ
ラ
ー
写
真
つ
き
）、

学
生
の
記
入
欄
、
散
策
マ
ッ
プ
（
資
料
④
）
を
掲
載
し
た
ワ
ー
ク
ブ
ッ
ク
を
作
成
し
て
活
用
す
る
こ
と
と
し
た
。
ワ
ー
ク
ブ
ッ
ク
は
、

筆
者
小
川
が
、
国
士
舘
史
資
料
室
の
熊
本
好
宏
専
門
員
と
世
田
谷
区
立
郷
土
資
料
館
の
学
芸
員
の
協
力
を
得
な
が
ら
作
成
し
、
当
日
は

こ
れ
を
使
っ
て
研
修
を
実
施
し
た
。
ま
た
、
事
前
準
備
で
は
、
筆
者
小
川
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郷
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資
料
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国
士
舘
史
資
料
室
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を
行

い
、
郷
土
資
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館
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国
士
舘
史
資
料
室
に
は
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
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準
備
し
て
も
ら
い
、
当
日
は
そ
れ
ら
も
学
生
に
配
布
し
た
。

当
日
の
参
加
学
生
は
一
年
生
一
二
四
名
で
、
運
営
を
担
当
し
た
筆
者
眞
保
・
小
川
以
外
に
、
考
古
・
日
本
史
学
コ
ー
ス
の
専
任
教
員

の
勝
田
政
治
教
授
、
仁
藤
智
子
教
授
、
秋
山
哲
雄
教
授
、
石
野
裕
子
准
教
授
、
夏
目
琢
史
准
教
授
、
久
保
田
裕
次
准
教
授
と
三
年
生
の

学
生
ス
タ
ッ
フ
一
六
名
、
国
士
舘
史
資
料
室
の
熊
本
専
門
員
、
国
士
舘
大
学
広
報
課
の
津
守
ま
ど
か
職
員
、
世
田
谷
区
立
郷
土
資
料
館

の
松
浦
瑛
士
・
角か
く

和わ

裕
子
・
松
本
知
佳
の
各
学
芸
員
が
参
加
し
た
。

二
　
今
回
の
学
外
研
修
の
内
容

今
回
の
学
外
研
修
で
は
、
ま
ず
、
午
前
の
部
と
し
て
事
前
学
習
を
午
前
一
〇
時
か
ら
一
一
時
半
頃
ま
で
大
学
の
教
室
で
行
っ
た
。
内

容
と
し
て
は
、
筆
者
眞
保
・
小
川
が
今
回
の
研
修
の
趣
旨
や
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
説
明
し
た
後
、
明
治
維
新
期
が
専
門
で
、『〈
政
事
家
〉

大
久
保
利
通
・
近
代
日
本
の
設
計
者
』（
角
川
ソ
フ
ィ
ア
文
庫
、
二
〇
一
五
年
）
な
ど
多
数
の
著
作
が
あ
る
勝
田
教
授
が
「
松
陰
神
社

と
国
士
舘
そ
し
て
豪
徳
寺
」
を
テ
ー
マ
に
、
吉
田
松
陰
の
思
想
や
そ
れ
と
国
士
舘
の
設
立
経
緯
・
建
学
の
精
神
、
さ
ら
に
豪
徳
寺
と
の

関
連
性
に
つ
い
て
講
義
を
行
っ
た
（
資
料
⑤
）。
そ
れ
に
つ
づ
き
、
国
士
舘
の
史
資
料
の
整
理
研
究
を
進
め
て
き
た
熊
本
専
門
員
が

た
。
ま
た
、
地
域
連
携
に
よ
る
教
育
活
動
を
試
み
た
い
と
の
観
点
か
ら
、

世
田
谷
区
立
郷
土
資
料
館
と
の
連
携
も
模
索
す
る
こ
と
と
し
、
さ
ら
に
国

士
舘
史
資
料
室
に
も
協
力
を
依
頼
す
る
こ
と
に
し
た
。
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外
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修
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舘
史
資
料

室
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田
谷
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官
屋
敷
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グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
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が
ら
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、
最
後
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、
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の
観
察
結
果
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史
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す
る
観
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史
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史
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業
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。
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史
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。
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【
国
士
舘
史
資
料
室
の
注
目
ポ
イ
ン
ト
】
①
国
士
舘
の
草
創
期
、
一
九
二
五
年
の
校
舎
建

設
に
は
多
額
の
寄
付
金
が
必
要
で
し
た
。
ど
の
よ
う
な
企
業
か
ら
支
援
を
得
た
の
で
し
ょ

う
か
？
②
時
代
と
共
に
、
校
地
周
辺
の
世
田
谷
地
域
の
様
子
や
学
生
の
服
装
も
変
化
し
ま

す
。
写
真
資
料
か
ら
気
づ
い
た
点
を
挙
げ
て
み
ま
し
ょ
う
。

【
豪
徳
寺
の
注
目
ポ
イ
ン
ト
】
①
山
門
右
側
に
は
「
不
許
葷
酒
入
山
門
」
と
書
か
れ
た
石

柱
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
禅
宗
寺
院
の
入
口
に
よ
く
あ
る
も
の
で
、「
葷く
ん

酒し
ゅ

山
門
に
入
る

を
許
さ
ず
」
と
読
み
、
修
行
の
妨
げ
に
な
る
「
葷
」
と
呼
ば
れ
る
ニ
ン
ニ
ク
な
ど
の
に
お

い
の
強
い
野
菜
と
酒
を
境
内
に
持
ち
込
ん
で
は
い
け
な
い
と
い
う
意
味
で
す
。
②
仏
殿
正

面
上
の
扁へ
ん

額が
く

に
は
「
三
世
佛
」
と
書
か
れ
て
い
ま
す
。
三
の
字
は
漢
数
字
の
「
弐
」
の

「
二
」
の
部
分
を
「
三
」
に
し
て
、「
三
」
の
意
味
に
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
仏
殿
内
に
、

過
去
仏
の
阿
弥
陀
如
来
、
現
世
仏
の
釈
迦
如
来
、
未
来
仏
の
弥
勒
菩
薩
の
三
体
の
仏
（
佛
）

が
祀
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
ま
す
。
仏
殿
内
に
は
禅
宗
の
祖
と
さ
れ
る
イ
ン
ド

僧
の
達だ
る
ま磨

大
師
の
座
像
も
安
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

【
世
田
谷
代
官
屋
敷
の
注
目
ポ
イ
ン
ト
】
学
芸
員
の
解
説
を
聞
き
な
が
ら
、
間
取
り
の
特

徴
や
代
官
屋
敷
が
ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
て
い
た
の
か
を
メ
モ
し
ま
し
ょ
う
。

世
田
谷
代
官
屋
敷
で
は
世
田
谷
区
立
郷
土
資
料
館
の
松
浦
・
角
和
・
松
本
の
各
学
芸
員

に
よ
る
解
説
が
あ
り
、
学
生
に
は
、
通
常
は
入
室
で
き
な
い
室
内
の
エ
リ
ア
に
も
上
が
っ

て
も
ら
い
な
が
ら
、
解
説
を
聞
い
て
も
ら
っ
た
（
資
料
⑥
）。

「
国
士
舘
史
資
料
室
の
展
示
に
つ
い
て
」
と
題
し
て
、
国
士
舘
の
歴
史
と
関
連
す
る

史
資
料
に
つ
い
て
レ
ク
チ
ャ
ー
を
行
っ
た
。

そ
の
後
、
ワ
ー
ク
ブ
ッ
ク
の
史
跡
解
説
や
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
、
そ
し
て
ワ
ー
ク
ブ
ッ

ク
の
各
史
跡
の
説
明
文
に
あ
る
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
見
る
こ
と

が
で
き
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
世
田
谷
デ
ジ
タ
ル
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
・
デ
ジ
タ
ル

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
画
像
を
見
な
が
ら
、
班
員
と
相
談
し
つ
つ
、
こ
れ
か
ら
見
学
す

る
場
所
が
ど
の
よ
う
な
と
こ
ろ
な
の
か
を
自
分
た
ち
で
確
認
し
、
観
察
す
る
ポ
イ

ン
ト
を
各
自
で
考
え
て
ワ
ー
ク
ブ
ッ
ク
の
指
定
の
欄
に
メ
モ
を
す
る
作
業
を
四
〇

分
程
度
行
っ
た
。
そ
の
際
に
は
三
年
生
の
学
生
ス
タ
ッ
フ
に
作
業
を
リ
ー
ド
し
て
も
ら
っ
た
。
終
了
後
は
班
内
で
午
後
の
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
の
段
取
り
の
確
認
を
し
て
午
前
の
部
を
終
え
た
。

午
後
の
部
は
、
同
じ
場
所
に
学
生
が
集
中
し
な
い
よ
う
に
違
う
見
学
ル
ー
ト
を
四
つ
作
り
、
さ
ら
に
開
始
時
間
を
違
わ
せ
て
八
つ
の

パ
タ
ー
ン
を
用
意
し
て
、
そ
れ
に
従
っ
て
、
四
箇
所
の
見
学
地
を
め
ぐ
る
散
策
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
実
施
し
た
。
そ
し
て
各
見
学
地
を

観
察
し
、
気
に
な
る
点
を
話
し
合
い
な
が
ら
、
ワ
ー
ク
ブ
ッ
ク
に
メ
モ
を
し
て
も
ら
っ
た
。
移
動
の
際
は
、
三
年
生
の
学
生
ス
タ
ッ
フ

二
名
に
は
班
の
前
後
に
い
て
班
員
の
交
通
安
全
を
図
っ
て
も
ら
い
、
付
き
添
い
の
教
員
は
適
宜
解
説
を
行
っ
た
。
ま
た
、
ワ
ー
ク
ブ
ッ

ク
に
は
各
見
学
地
を
見
る
際
の
注
目
ポ
イ
ン
ト
も
記
入
し
て
お
き
、
そ
れ
に
対
す
る
ワ
ー
ク
も
し
て
も
ら
っ
た
。
各
史
跡
の
注
目
ポ
イ

ン
ト
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

【
松
陰
神
社
の
注
目
ポ
イ
ン
ト
】
社
殿
の
前
に
は
、
門
下
生
ら
が
建
て
た
石
燈
籠
が
並
ん
で
い
ま
す
。
寄
贈
者
に
は
ど
の
よ
う
な

人
物
が
い
る
で
し
ょ
う
か
？

資料⑤松陰神社と国士舘の歴史について
語る勝田教授（撮影：筆者小川）

資料⑥世田谷代官屋敷で学芸員の解説を聴く学生たち（撮影：筆者
小川）
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・
デ
ジ
タ
ル

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
画
像
を
見
な
が
ら
、
班
員
と
相
談
し
つ
つ
、
こ
れ
か
ら
見
学
す

る
場
所
が
ど
の
よ
う
な
と
こ
ろ
な
の
か
を
自
分
た
ち
で
確
認
し
、
観
察
す
る
ポ
イ

ン
ト
を
各
自
で
考
え
て
ワ
ー
ク
ブ
ッ
ク
の
指
定
の
欄
に
メ
モ
を
す
る
作
業
を
四
〇

分
程
度
行
っ
た
。
そ
の
際
に
は
三
年
生
の
学
生
ス
タ
ッ
フ
に
作
業
を
リ
ー
ド
し
て
も
ら
っ
た
。
終
了
後
は
班
内
で
午
後
の
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
の
段
取
り
の
確
認
を
し
て
午
前
の
部
を
終
え
た
。

午
後
の
部
は
、
同
じ
場
所
に
学
生
が
集
中
し
な
い
よ
う
に
違
う
見
学
ル
ー
ト
を
四
つ
作
り
、
さ
ら
に
開
始
時
間
を
違
わ
せ
て
八
つ
の

パ
タ
ー
ン
を
用
意
し
て
、
そ
れ
に
従
っ
て
、
四
箇
所
の
見
学
地
を
め
ぐ
る
散
策
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
実
施
し
た
。
そ
し
て
各
見
学
地
を

観
察
し
、
気
に
な
る
点
を
話
し
合
い
な
が
ら
、
ワ
ー
ク
ブ
ッ
ク
に
メ
モ
を
し
て
も
ら
っ
た
。
移
動
の
際
は
、
三
年
生
の
学
生
ス
タ
ッ
フ

二
名
に
は
班
の
前
後
に
い
て
班
員
の
交
通
安
全
を
図
っ
て
も
ら
い
、
付
き
添
い
の
教
員
は
適
宜
解
説
を
行
っ
た
。
ま
た
、
ワ
ー
ク
ブ
ッ

ク
に
は
各
見
学
地
を
見
る
際
の
注
目
ポ
イ
ン
ト
も
記
入
し
て
お
き
、
そ
れ
に
対
す
る
ワ
ー
ク
も
し
て
も
ら
っ
た
。
各
史
跡
の
注
目
ポ
イ

ン
ト
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

【
松
陰
神
社
の
注
目
ポ
イ
ン
ト
】
社
殿
の
前
に
は
、
門
下
生
ら
が
建
て
た
石
燈
籠
が
並
ん
で
い
ま
す
。
寄
贈
者
に
は
ど
の
よ
う
な

人
物
が
い
る
で
し
ょ
う
か
？

資料⑤松陰神社と国士舘の歴史について
語る勝田教授（撮影：筆者小川）

資料⑥世田谷代官屋敷で学芸員の解説を聴く学生たち（撮影：筆者
小川）
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【
2
】
今
回
の
学
外
研
修
で
歴
史
学
に
対
す
る
関
心
が
高
ま
り
ま
し
た
か
？

こ
の
設
問
に
つ
い
て
は
、「
は
い
」
が
七
六
名
（
六
八
％
）、「
ま
あ
ま
あ
」
が
三
二
名
（
二
九
％
）、「
い
い
え
」
が
三
名
（
三
％
）

と
な
り
、
七
割
近
く
の
学
生
が
歴
史
学
に
対
す
る
関
心
を
高
め
る
作
業
に
な
っ
た
と
感
じ
、
否
定
的
な
回
答
が
少
な
い
こ
と
か
ら
、
歴

史
学
系
の
専
攻
の
入
学
初
年
度
教
育
と
し
て
は
非
常
に
有
用
で
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

【
3
】
今
回
の
学
外
研
修
で
史
跡
に
対
す
る
観
察
眼
が
養
わ
れ
た
と
感
じ
ま
し
た
か
？

こ
の
設
問
に
つ
い
て
は
、「
は
い
」
が
六
〇
名
（
五
四
％
）、「
ま
あ
ま
あ
」
が
四
四
名
（
四
〇
％
）、「
い
い
え
」
が
六
名
（
五
％
）、

無
回
答
一
名
と
な
り
、
過
半
数
の
学
生
が
、
観
察
眼
が
養
わ
れ
た
と
感
じ
、
否
定
的
な
回
答
が
少
な
い
こ
と
か
ら
、
多
く
の
学
生
に

と
っ
て
観
察
眼
を
養
う
作
業
に
な
っ
て
い
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

【
4
】
見
学
し
た
史
跡
の
中
で
興
味
を
も
っ
た
も
の
に
チ
ェ
ッ
ク
を
し
て
く
だ
さ
い
。
複
数
可

こ
の
設
問
に
つ
い
て
は
、
①
松
陰
神
社
：
四
五
名
（
四
一
％
）、
②
国
士
舘
史
資
料
室
：
一
七
名
（
一
五
％
）、
③
豪
徳
寺
：
四
三
名

（
三
九
％
）、
④
世
田
谷
代
官
屋
敷
：
五
一
名
（
四
六
％
）
と
な
り
、
松
陰
神
社
・
豪
徳
寺
・
世
田
谷
代
官
屋
敷
に
つ
い
て
は
四
割
前
後

の
学
生
が
興
味
を
も
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
、
こ
れ
ら
の
史
跡
を
見
る
作
業
が
学
生
の
興
味
を
ひ
い
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

ま
た
、「
興
味
を
も
っ
た
も
の
に
つ
い
て
具
体
的
に
書
い
て
く
だ
さ
い
。」
と
の
設
問
に
対
し
て
は
以
下
の
よ
う
な
回
答
が
み
ら
れ
た
。

【
松
陰
神
社
】

松
陰
神
社
に
つ
い
て
は
、「
石
燈
籠
に
と
て
も
興
味
を
持
ち
ま
し
た
。」「
有
名
人
の
名
前
が
彫
ら
れ
て
い
た
石
燈
籠
が
と
て
も
印
象

さ
ら
に
散
策
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
終
了
後
は
大
学
の
教
室
に
随
時
入
室
し
て
も
ら
い
、
班
ご
と
に
気
に
な
る
点
を
ま
と
め
る
作
業
を

行
い
、
午
後
四
時
か
ら
五
時
頃
ま
で
班
ご
と
に
一
年
生
の
代
表
者
二
名
が
観
察
結
果
を
報
告
し
、
教
員
が
コ
メ
ン
ト
を
し
な
が
ら
ま
と

め
を
行
う
発
表
会
を
行
っ
た
。

そ
し
て
教
員
全
員
で
報
告
内
容
を
審
査
し
て
、
優
秀
班
を
決
め
て
発
表
し
、
最
後
に
、
江
戸
時
代
の
社
会
史
が
専
門
で
、『
井
伊
直

虎
：
女
領
主
・
山
の
民
・
悪
党
』（
講
談
社
現
代
新
書
、
二
〇
一
六
年
）
な
ど
の
著
作
が
あ
る
夏
目
准
教
授
が
ま
と
め
の
コ
メ
ン
ト
を

行
っ
て
研
修
を
終
え
た
。
終
了
後
、
広
報
課
が
大
学
文
学
部
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
紹
介
記
事
を
掲
載
し
た
。
な
お
、
病
気
な
ど
で
欠
席

し
た
学
生
に
対
し
て
は
国
士
舘
大
学
の
教
育
支
援
シ
ス
テ
ム
で
あ
るm

anaba

（
マ
ナ
バ
）
を
通
じ
て
、
事
前
学
習
の
動
画
や
史
跡
を

紹
介
し
た
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
動
画
も
使
い
、
オ
ン
ラ
イ
ン
学
習
を
し
て
も
ら
う
こ
と
と
し
た
。

三
　
今
回
の
学
外
研
修
に
対
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
と
分
析

今
回
の
学
外
研
修
終
了
後
に
、
参
加
学
生
に
対
し
てm

anaba

を
使
っ
て
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
、
一
一
一
名
よ
り
回
答
を
得
た
。

以
下
で
は
そ
の
内
容
に
つ
い
て
検
証
し
な
が
ら
、
今
回
の
学
外
研
修
の
教
育
的
効
果
に
つ
い
て
考
察
し
て
み
た
い
。

【
1
】
今
回
の
学
外
研
修
の
内
容
に
興
味
を
も
ち
ま
し
た
か
？

こ
の
設
問
に
つ
い
て
は
、「
は
い
」
が
六
五
名
（
五
九
％
）、「
ま
あ
ま
あ
」
が
四
四
名
（
四
〇
％
）、「
い
い
え
」
が
二
名
（
二
％
）

と
な
り
、
多
く
の
学
生
が
比
較
的
に
興
味
を
感
じ
る
内
容
で
あ
っ
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
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た
こ
と
で
す
。」「
な
ぜ
そ
の
財
閥
や
企
業
が
寄
付
を
し
て
く
れ
た
の
か
と
て
も
気
に
な
り
ま
し
た
。」
と
い
っ
た
回
答
が
あ
り
、
写
真

や
文
書
な
ど
の
展
示
物
や
ワ
ー
ク
ブ
ッ
ク
の
注
目
ポ
イ
ン
ト
が
手
掛
か
り
と
な
り
、
国
士
舘
の
歴
史
と
そ
れ
を
支
え
た
経
済
界
に
対
す

る
興
味
が
出
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

【
豪
徳
寺
】

豪
徳
寺
に
つ
い
て
は
、
井
伊
家
の
墓
所
に
つ
い
て
以
下
の
よ
う
な
コ
メ
ン
ト
が
あ
っ
た
。「
幕
政
に
関
わ
っ
た
井
伊
直
孝
や
井
伊
直

弼
な
ど
の
歴
代
井
伊
家
の
墓
が
あ
り
、
井
伊
家
の
関
係
者
の
多
く
が
こ
の
場
所
に
埋
葬
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
驚
い
た
。」「
お
墓
に
興
味

を
持
ち
ま
し
た
。」「
豪
徳
寺
に
井
伊
直
弼
、
松
陰
神
社
に
吉
田
松
陰
と
処
刑
し
た
人
と
さ
れ
た
人
が
近
く
に
埋
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
を

不
思
議
に
感
じ
ま
し
た
。」「
井
伊
家
の
墓
の
戒
名
に
つ
い
て
で
す
。」「
直
弼
の
墓
は
一
番
奥
な
の
に
二
代
目
の
直
孝
の
墓
は
手
前
に

あ
っ
て
、
配
置
が
気
に
な
っ
た
。」「
豪
徳
寺
で
は
井
伊
家
の
墓
が
沢
山
あ
り
井
伊
家
の
こ
と
に
つ
い
て
も
っ
と
調
べ
て
見
た
い
な
と

思
っ
た
。」「
墓
の
形
で
す
。」「
墓
石
に
蓮
の
葉
み
た
い
な
彫
り
物
が
あ
っ
て
大
仏
の
よ
う
な
扱
い
な
の
か
な
と
感
じ
た
。」

以
上
の
コ
メ
ン
ト
を
見
る
と
、
井
伊
直
弼
は
じ
め
井
伊
家
の
墓
所
を
直
接
見
た
こ
と
が
学
生
に
深
い
印
象
を
与
え
、
さ
ら
に
は
墓
の

配
置
や
形
な
ど
に
も
興
味
を
も
つ
き
っ
か
け
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
そ
の
他
に
、「
招
き
猫
が
思
っ
た
よ
り
も
沢
山
い

て
と
て
も
驚
い
た
。」「
な
ぜ
招
き
猫
が
奉
納
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
か
で
す
。」
と
い
っ
た
回
答
も
あ
り
、
招
き
猫
の
多
さ
や
奉
納

の
経
緯
に
興
味
を
も
つ
学
生
が
い
る
こ
と
も
窺
え
た
。
さ
ら
に
「
み
ん
な
の
班
の
意
見
を
聞
い
て
豪
徳
寺
に
ま
た
行
っ
て
み
た
い
と
思

い
ま
し
た
。」
と
い
っ
た
回
答
も
あ
り
、
他
の
学
生
の
意
見
に
よ
り
、
豪
徳
寺
へ
の
興
味
が
さ
ら
に
深
ま
っ
て
い
る
学
生
が
い
る
こ
と

も
確
認
で
き
る
。

に
残
っ
て
い
ま
す
。」「
教
科
書
で
見
た
こ
と
が
あ
る
歴
史
上
の
偉
人
た
ち
が
松
陰
神
社
に
石
燈
籠
を
奉
納
し
て
い
た
の
で
意
外
と
身
近

に
す
ご
い
と
こ
ろ
が
あ
る
の
だ
な
あ
と
実
感
で
き
ま
し
た
。」「
山
縣
有
朋
や
伊
藤
博
文
の
他
に
も
初
め
て
知
っ
た
歴
史
上
の
人
物
の
名

前
が
刻
ま
れ
て
い
て
面
白
か
っ
た
で
す
。」
と
っ
た
回
答
が
見
ら
れ
、
石
燈
籠
に
記
さ
れ
た
著
名
人
の
名
前
を
直
に
確
認
し
た
こ
と
が

学
生
に
印
象
深
く
感
じ
ら
れ
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

ま
た
、
松
下
村
塾
の
再
現
建
築
に
つ
い
て
も
、「
内
装
が
一
部
分
し
か
見
え
な
か
っ
た
の
で
、
実
際
に
は
全
体
的
に
ど
う
な
っ
て
い

る
の
か
興
味
が
わ
き
ま
し
た
。」「
多
く
の
偉
人
が
育
っ
て
き
た
教
室
に
は
ど
の
よ
う
な
工
夫
が
施
さ
れ
て
い
る
の
か
が
気
に
な
り
ま
し

た
。
ま
た
、
攘
夷
以
外
の
日
本
を
動
か
す
た
め
の
知
識
は
ど
の
よ
う
に
生
徒
に
も
た
ら
さ
れ
て
い
た
の
か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
も
興

味
を
持
ち
ま
し
た
。」「
具
体
的
に
ど
う
い
っ
た
教
育
が
な
さ
れ
て
い
た
の
か
、
松
陰
の
思
想
や
価
値
観
も
含
め
興
味
を
持
ち
ま
し
た
。」

と
い
っ
た
回
答
が
見
ら
れ
、
直
に
建
物
を
見
た
こ
と
が
、
学
生
に
建
物
の
構
造
や
松
陰
の
教
育
に
対
す
る
さ
ら
な
る
関
心
を
呼
び
起
こ

し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

さ
ら
に
、「
吉
田
松
陰
と
国
士
舘
大
学
の
関
わ
り
に
つ
い
て
も
っ
と
詳
し
く
知
り
た
い
と
思
い
ま
し
た
。」「
松
陰
神
社
は
山
口
に
も

あ
る
の
で
ど
の
よ
う
な
関
係
な
の
か
気
に
な
り
ま
し
た
。」
と
い
っ
た
回
答
も
あ
り
、
松
陰
神
社
を
見
学
し
た
こ
と
が
松
陰
と
国
士
舘

大
学
の
関
係
や
萩
の
松
陰
神
社
な
ど
へ
の
関
心
に
つ
な
が
っ
て
い
る
こ
と
も
窺
え
る
。

【
国
士
舘
史
資
料
室
】

国
士
舘
史
資
料
室
に
つ
い
て
は
、「
国
士
舘
大
学
の
昔
の
写
真
と
現
在
の
写
真
を
見
比
べ
ら
れ
た
こ
と
で
す
。」「
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
関

係
の
も
の
が
あ
っ
て
歴
代
の
す
ご
い
名
前
が
書
い
て
あ
っ
た
こ
と
で
す
。」「
貴
重
な
資
料
が
置
い
て
あ
る
が
、
そ
の
中
で
も
、
支
援
を

得
た
企
業
と
か
当
時
の
文
書
を
見
て
回
れ
る
の
が
面
白
か
っ
た
。」「
大
学
が
様
々
な
財
閥
や
大
手
企
業
な
ど
の
寄
付
に
よ
っ
て
完
成
し
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た
こ
と
で
す
。」「
な
ぜ
そ
の
財
閥
や
企
業
が
寄
付
を
し
て
く
れ
た
の
か
と
て
も
気
に
な
り
ま
し
た
。」
と
い
っ
た
回
答
が
あ
り
、
写
真

や
文
書
な
ど
の
展
示
物
や
ワ
ー
ク
ブ
ッ
ク
の
注
目
ポ
イ
ン
ト
が
手
掛
か
り
と
な
り
、
国
士
舘
の
歴
史
と
そ
れ
を
支
え
た
経
済
界
に
対
す

る
興
味
が
出
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

【
豪
徳
寺
】

豪
徳
寺
に
つ
い
て
は
、
井
伊
家
の
墓
所
に
つ
い
て
以
下
の
よ
う
な
コ
メ
ン
ト
が
あ
っ
た
。「
幕
政
に
関
わ
っ
た
井
伊
直
孝
や
井
伊
直

弼
な
ど
の
歴
代
井
伊
家
の
墓
が
あ
り
、
井
伊
家
の
関
係
者
の
多
く
が
こ
の
場
所
に
埋
葬
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
驚
い
た
。」「
お
墓
に
興
味

を
持
ち
ま
し
た
。」「
豪
徳
寺
に
井
伊
直
弼
、
松
陰
神
社
に
吉
田
松
陰
と
処
刑
し
た
人
と
さ
れ
た
人
が
近
く
に
埋
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
を

不
思
議
に
感
じ
ま
し
た
。」「
井
伊
家
の
墓
の
戒
名
に
つ
い
て
で
す
。」「
直
弼
の
墓
は
一
番
奥
な
の
に
二
代
目
の
直
孝
の
墓
は
手
前
に

あ
っ
て
、
配
置
が
気
に
な
っ
た
。」「
豪
徳
寺
で
は
井
伊
家
の
墓
が
沢
山
あ
り
井
伊
家
の
こ
と
に
つ
い
て
も
っ
と
調
べ
て
見
た
い
な
と

思
っ
た
。」「
墓
の
形
で
す
。」「
墓
石
に
蓮
の
葉
み
た
い
な
彫
り
物
が
あ
っ
て
大
仏
の
よ
う
な
扱
い
な
の
か
な
と
感
じ
た
。」

以
上
の
コ
メ
ン
ト
を
見
る
と
、
井
伊
直
弼
は
じ
め
井
伊
家
の
墓
所
を
直
接
見
た
こ
と
が
学
生
に
深
い
印
象
を
与
え
、
さ
ら
に
は
墓
の

配
置
や
形
な
ど
に
も
興
味
を
も
つ
き
っ
か
け
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
そ
の
他
に
、「
招
き
猫
が
思
っ
た
よ
り
も
沢
山
い

て
と
て
も
驚
い
た
。」「
な
ぜ
招
き
猫
が
奉
納
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
か
で
す
。」
と
い
っ
た
回
答
も
あ
り
、
招
き
猫
の
多
さ
や
奉
納

の
経
緯
に
興
味
を
も
つ
学
生
が
い
る
こ
と
も
窺
え
た
。
さ
ら
に
「
み
ん
な
の
班
の
意
見
を
聞
い
て
豪
徳
寺
に
ま
た
行
っ
て
み
た
い
と
思

い
ま
し
た
。」
と
い
っ
た
回
答
も
あ
り
、
他
の
学
生
の
意
見
に
よ
り
、
豪
徳
寺
へ
の
興
味
が
さ
ら
に
深
ま
っ
て
い
る
学
生
が
い
る
こ
と

も
確
認
で
き
る
。

に
残
っ
て
い
ま
す
。」「
教
科
書
で
見
た
こ
と
が
あ
る
歴
史
上
の
偉
人
た
ち
が
松
陰
神
社
に
石
燈
籠
を
奉
納
し
て
い
た
の
で
意
外
と
身
近

に
す
ご
い
と
こ
ろ
が
あ
る
の
だ
な
あ
と
実
感
で
き
ま
し
た
。」「
山
縣
有
朋
や
伊
藤
博
文
の
他
に
も
初
め
て
知
っ
た
歴
史
上
の
人
物
の
名

前
が
刻
ま
れ
て
い
て
面
白
か
っ
た
で
す
。」
と
っ
た
回
答
が
見
ら
れ
、
石
燈
籠
に
記
さ
れ
た
著
名
人
の
名
前
を
直
に
確
認
し
た
こ
と
が

学
生
に
印
象
深
く
感
じ
ら
れ
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

ま
た
、
松
下
村
塾
の
再
現
建
築
に
つ
い
て
も
、「
内
装
が
一
部
分
し
か
見
え
な
か
っ
た
の
で
、
実
際
に
は
全
体
的
に
ど
う
な
っ
て
い

る
の
か
興
味
が
わ
き
ま
し
た
。」「
多
く
の
偉
人
が
育
っ
て
き
た
教
室
に
は
ど
の
よ
う
な
工
夫
が
施
さ
れ
て
い
る
の
か
が
気
に
な
り
ま
し

た
。
ま
た
、
攘
夷
以
外
の
日
本
を
動
か
す
た
め
の
知
識
は
ど
の
よ
う
に
生
徒
に
も
た
ら
さ
れ
て
い
た
の
か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
も
興

味
を
持
ち
ま
し
た
。」「
具
体
的
に
ど
う
い
っ
た
教
育
が
な
さ
れ
て
い
た
の
か
、
松
陰
の
思
想
や
価
値
観
も
含
め
興
味
を
持
ち
ま
し
た
。」

と
い
っ
た
回
答
が
見
ら
れ
、
直
に
建
物
を
見
た
こ
と
が
、
学
生
に
建
物
の
構
造
や
松
陰
の
教
育
に
対
す
る
さ
ら
な
る
関
心
を
呼
び
起
こ

し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

さ
ら
に
、「
吉
田
松
陰
と
国
士
舘
大
学
の
関
わ
り
に
つ
い
て
も
っ
と
詳
し
く
知
り
た
い
と
思
い
ま
し
た
。」「
松
陰
神
社
は
山
口
に
も

あ
る
の
で
ど
の
よ
う
な
関
係
な
の
か
気
に
な
り
ま
し
た
。」
と
い
っ
た
回
答
も
あ
り
、
松
陰
神
社
を
見
学
し
た
こ
と
が
松
陰
と
国
士
舘

大
学
の
関
係
や
萩
の
松
陰
神
社
な
ど
へ
の
関
心
に
つ
な
が
っ
て
い
る
こ
と
も
窺
え
る
。

【
国
士
舘
史
資
料
室
】

国
士
舘
史
資
料
室
に
つ
い
て
は
、「
国
士
舘
大
学
の
昔
の
写
真
と
現
在
の
写
真
を
見
比
べ
ら
れ
た
こ
と
で
す
。」「
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
関

係
の
も
の
が
あ
っ
て
歴
代
の
す
ご
い
名
前
が
書
い
て
あ
っ
た
こ
と
で
す
。」「
貴
重
な
資
料
が
置
い
て
あ
る
が
、
そ
の
中
で
も
、
支
援
を

得
た
企
業
と
か
当
時
の
文
書
を
見
て
回
れ
る
の
が
面
白
か
っ
た
。」「
大
学
が
様
々
な
財
閥
や
大
手
企
業
な
ど
の
寄
付
に
よ
っ
て
完
成
し
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の
部
屋
が
多
く
あ
り
、
そ
れ
を
構
造
や
部
屋
の
広
さ
と
い
う
観
点
か
ら
部
屋
の
用
途
を
推
測
す
る
学
芸
員
の
方
の
話
に
と
て
も
興
味
が

湧
き
ま
し
た
。」「
土
壁
の
は
が
れ
方
や
穴
の
開
き
方
な
ど
、
実
際
に
こ
の
よ
う
な
感
じ
で
あ
っ
た
の
だ
な
あ
と
、
時
間
を
こ
え
た
か
の

よ
う
な
体
験
が
で
き
ま
し
た
。
残
さ
れ
た
史
料
・
資
料
を
読
み
解
く
こ
と
で
、
過
去
を
今
・
未
来
に
連
れ
て
く
る
歴
史
学
の
努
力
に
、

魅
力
を
感
じ
ま
し
た
。」

「
茅
葺
き
屋
根
を
止
め
る
格
子
状
に
な
っ
た
竹
に
以
前
か
ら
使
わ
れ
て
い
た
古
い
竹
と
改
装
工
事
に
際
し
て
新
し
く
し
た
竹
が
交
互

に
使
わ
れ
て
い
た
こ
と
で
す
。」「
使
え
る
も
の
は
再
利
用
し
て
、
工
夫
を
凝
ら
し
無
駄
な
も
の
を
少
な
く
す
る
と
い
う
考
え
に
よ
り
建

物
を
建
て
直
し
て
い
た
の
で
、
す
ご
い
な
あ
と
思
っ
た
。
畳
も
な
る
べ
く
安
い
も
の
を
使
う
こ
と
で
、
節
約
し
て
建
物
を
作
っ
て
い
た

の
に
も
興
味
を
持
っ
た
。」

ま
た
、
学
芸
員
の
解
説
の
中
で
も
と
く
に
畳
の
使
い
分
け
に
関
す
る
説
明
は
印
象
深
か
っ
た
よ
う
で
以
下
の
よ
う
な
コ
メ
ン
ト
が

あ
っ
た
。「
茶
の
間
（
居
間
）
と
仕
事
場
（
役
所
の
間
）
で
は
畳
の
種
類
が
違
っ
て
い
て
、
格
の
高
い
人
が
来
る
仕
事
場
の
畳
は
縁
の

つ
い
た
高
級
な
も
の
で
あ
り
、
逆
に
、
自
分
で
使
う
だ
け
の
茶
の
間
で
は
縁
の
つ
い
て
い
な
い
琉
球
畳
と
い
う
安
い
畳
が
使
わ
れ
て
い

た
こ
と
で
す
。」「
世
田
谷
代
官
屋
敷
で
は
、
畳
の
ヘ
リ
に
は
琉
球
畳
と
い
う
ヘ
リ
が
な
い
も
の
と
、
現
在
使
わ
れ
て
い
る
よ
う
な
畳
の

ヘ
リ
が
あ
る
も
の
が
あ
り
、
昔
は
材
料
や
経
費
が
か
か
る
た
め
、
琉
球
畳
が
一
般
的
だ
っ
た
が
、
現
在
で
は
ヘ
リ
の
あ
る
畳
が
一
般
に

な
っ
て
い
る
こ
と
に
興
味
を
持
っ
た
。」

以
上
の
内
容
か
ら
、
建
物
内
部
を
学
芸
員
の
解
説
を
聞
き
な
が
ら
見
学
し
た
こ
と
に
よ
り
、
学
生
が
建
物
の
建
て
方
や
構
造
、
補
修

の
経
緯
な
ど
に
も
興
味
を
も
ち
、
さ
ら
に
は
そ
れ
が
歴
史
学
へ
の
興
味
の
向
上
に
も
つ
な
が
っ
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
、
学
芸
員
に

よ
る
解
説
の
重
要
性
が
窺
え
る
。

【
世
田
谷
代
官
屋
敷
】

世
田
谷
代
官
屋
敷
に
つ
い
て
は
以
下
の
よ
う
な
コ
メ
ン
ト
が
あ
っ
た
。「
江
戸
時
代
の
代
官
が
ど
の
よ
う
な
場
所
に
住
ん
で
い
た
の

か
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。」「
代
官
屋
敷
に
入
っ
て
そ
の
時
代
の
生
活
を
直
に
見
る
こ
と
が
で
き
、
と
て
も
興
味
深
か
っ
た
で

す
。」「
昔
の
代
官
の
暮
ら
し
と
生
活
に
つ
い
て
興
味
を
も
っ
た
。」「
建
物
が
当
時
の
ま
ま
の
姿
で
、
刀
や
槍
が
あ
っ
て
、
江
戸
時
代
の

住
ま
い
の
よ
う
で
、
感
動
し
た
。」「
普
段
は
上
が
る
こ
と
の
で
き
な
い
と
こ
ろ
ま
で
上
が
ら
せ
て
い
た
だ
い
て
、
自
分
の
気
に
な
る
場

所
な
ど
を
細
か
く
見
る
こ
と
が
で
き
て
さ
ら
に
興
味
が
湧
き
ま
し
た
。」「
世
田
谷
代
官
屋
敷
が
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
こ
と

も
あ
り
、
和
の
雰
囲
気
が
と
て
も
心
地
よ
か
っ
た
の
で
、
他
の
和
の
建
物
を
見
て
み
た
く
な
っ
た
。」「
昔
の
人
そ
れ
も
代
官
と
い
う
現

代
で
は
悪
役
と
し
て
描
か
れ
る
こ
と
が
多
い
人
物
の
家
を
肌
で
感
じ
ら
れ
た
こ
と
は
凄
く
良
か
っ
た
と
思
い
ま
し
た
。」

以
上
の
内
容
か
ら
、
建
物
の
内
部
、
特
に
普
段
入
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
こ
ろ
に
上
が
っ
て
様
々
な
角
度
か
ら
建
物
を
見
学
し
た
こ

と
が
、
学
生
の
興
味
を
ひ
い
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
ま
た
、
建
物
に
つ
い
て
以
下
の
よ
う
な
コ
メ
ン
ト
が
み
ら
れ
た
。

「
普
通
で
あ
れ
ば
農
家
は
南
向
き
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
世
田
谷
代
官
屋
敷
で
は
ボ
ロ
市
を
管
理
す
る
た
め
に
北
向
き
に
な
っ
て
い

る
こ
と
が
分
か
っ
た
こ
と
で
す
。」「
ボ
ロ
市
の
開
催
さ
れ
る
方
向
に
合
わ
せ
て
入
口
の
位
置
を
普
通
の
家
屋
と
変
え
て
い
る
こ
と
か

ら
、
地
域
に
根
ざ
し
た
屋
敷
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
と
考
え
ま
し
た
。」「
茅
葺
き
屋
根
の
構
造
で
す
。
複
雑
に
入
り
組
ん
で
い
ま
す
が
、
そ

の
木
組
み
の
一
つ
一
つ
が
計
算
し
尽
く
さ
れ
て
い
る
構
造
に
な
っ
て
い
て
興
味
深
か
っ
た
で
す
。」

「
代
官
屋
敷
の
構
造
、
茅
葺
き
屋
根
の
素
材
に
つ
い
て
で
す
。」「
世
田
谷
代
官
屋
敷
の
構
造
に
つ
い
て
は
初
め
て
聞
い
た
内
容
ば
か

り
で
し
た
。」「
代
官
屋
敷
の
内
装
に
興
味
を
持
っ
た
。
特
に
天
井
板
が
張
ら
れ
て
い
な
い
た
め
、
茅
葺
き
の
屋
根
の
裏
側
や
、
梁
の
木

が
自
然
の
ま
ま
の
曲
が
っ
た
形
で
使
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
、
面
白
か
っ
た
で
す
。」「
切
腹
の
間
が
、
も
し
仕
事
で
失
敗
し
た
ら

い
つ
で
も
切
腹
で
き
る
と
い
う
覚
悟
を
表
し
て
い
て
、
当
時
の
役
人
の
仕
事
に
対
す
る
責
任
感
に
感
銘
を
受
け
ま
し
た
。」「
用
途
不
明
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の
部
屋
が
多
く
あ
り
、
そ
れ
を
構
造
や
部
屋
の
広
さ
と
い
う
観
点
か
ら
部
屋
の
用
途
を
推
測
す
る
学
芸
員
の
方
の
話
に
と
て
も
興
味
が

湧
き
ま
し
た
。」「
土
壁
の
は
が
れ
方
や
穴
の
開
き
方
な
ど
、
実
際
に
こ
の
よ
う
な
感
じ
で
あ
っ
た
の
だ
な
あ
と
、
時
間
を
こ
え
た
か
の

よ
う
な
体
験
が
で
き
ま
し
た
。
残
さ
れ
た
史
料
・
資
料
を
読
み
解
く
こ
と
で
、
過
去
を
今
・
未
来
に
連
れ
て
く
る
歴
史
学
の
努
力
に
、

魅
力
を
感
じ
ま
し
た
。」

「
茅
葺
き
屋
根
を
止
め
る
格
子
状
に
な
っ
た
竹
に
以
前
か
ら
使
わ
れ
て
い
た
古
い
竹
と
改
装
工
事
に
際
し
て
新
し
く
し
た
竹
が
交
互

に
使
わ
れ
て
い
た
こ
と
で
す
。」「
使
え
る
も
の
は
再
利
用
し
て
、
工
夫
を
凝
ら
し
無
駄
な
も
の
を
少
な
く
す
る
と
い
う
考
え
に
よ
り
建

物
を
建
て
直
し
て
い
た
の
で
、
す
ご
い
な
あ
と
思
っ
た
。
畳
も
な
る
べ
く
安
い
も
の
を
使
う
こ
と
で
、
節
約
し
て
建
物
を
作
っ
て
い
た

の
に
も
興
味
を
持
っ
た
。」

ま
た
、
学
芸
員
の
解
説
の
中
で
も
と
く
に
畳
の
使
い
分
け
に
関
す
る
説
明
は
印
象
深
か
っ
た
よ
う
で
以
下
の
よ
う
な
コ
メ
ン
ト
が

あ
っ
た
。「
茶
の
間
（
居
間
）
と
仕
事
場
（
役
所
の
間
）
で
は
畳
の
種
類
が
違
っ
て
い
て
、
格
の
高
い
人
が
来
る
仕
事
場
の
畳
は
縁
の

つ
い
た
高
級
な
も
の
で
あ
り
、
逆
に
、
自
分
で
使
う
だ
け
の
茶
の
間
で
は
縁
の
つ
い
て
い
な
い
琉
球
畳
と
い
う
安
い
畳
が
使
わ
れ
て
い

た
こ
と
で
す
。」「
世
田
谷
代
官
屋
敷
で
は
、
畳
の
ヘ
リ
に
は
琉
球
畳
と
い
う
ヘ
リ
が
な
い
も
の
と
、
現
在
使
わ
れ
て
い
る
よ
う
な
畳
の

ヘ
リ
が
あ
る
も
の
が
あ
り
、
昔
は
材
料
や
経
費
が
か
か
る
た
め
、
琉
球
畳
が
一
般
的
だ
っ
た
が
、
現
在
で
は
ヘ
リ
の
あ
る
畳
が
一
般
に

な
っ
て
い
る
こ
と
に
興
味
を
持
っ
た
。」

以
上
の
内
容
か
ら
、
建
物
内
部
を
学
芸
員
の
解
説
を
聞
き
な
が
ら
見
学
し
た
こ
と
に
よ
り
、
学
生
が
建
物
の
建
て
方
や
構
造
、
補
修

の
経
緯
な
ど
に
も
興
味
を
も
ち
、
さ
ら
に
は
そ
れ
が
歴
史
学
へ
の
興
味
の
向
上
に
も
つ
な
が
っ
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
、
学
芸
員
に

よ
る
解
説
の
重
要
性
が
窺
え
る
。

【
世
田
谷
代
官
屋
敷
】

世
田
谷
代
官
屋
敷
に
つ
い
て
は
以
下
の
よ
う
な
コ
メ
ン
ト
が
あ
っ
た
。「
江
戸
時
代
の
代
官
が
ど
の
よ
う
な
場
所
に
住
ん
で
い
た
の

か
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。」「
代
官
屋
敷
に
入
っ
て
そ
の
時
代
の
生
活
を
直
に
見
る
こ
と
が
で
き
、
と
て
も
興
味
深
か
っ
た
で

す
。」「
昔
の
代
官
の
暮
ら
し
と
生
活
に
つ
い
て
興
味
を
も
っ
た
。」「
建
物
が
当
時
の
ま
ま
の
姿
で
、
刀
や
槍
が
あ
っ
て
、
江
戸
時
代
の

住
ま
い
の
よ
う
で
、
感
動
し
た
。」「
普
段
は
上
が
る
こ
と
の
で
き
な
い
と
こ
ろ
ま
で
上
が
ら
せ
て
い
た
だ
い
て
、
自
分
の
気
に
な
る
場

所
な
ど
を
細
か
く
見
る
こ
と
が
で
き
て
さ
ら
に
興
味
が
湧
き
ま
し
た
。」「
世
田
谷
代
官
屋
敷
が
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
こ
と

も
あ
り
、
和
の
雰
囲
気
が
と
て
も
心
地
よ
か
っ
た
の
で
、
他
の
和
の
建
物
を
見
て
み
た
く
な
っ
た
。」「
昔
の
人
そ
れ
も
代
官
と
い
う
現

代
で
は
悪
役
と
し
て
描
か
れ
る
こ
と
が
多
い
人
物
の
家
を
肌
で
感
じ
ら
れ
た
こ
と
は
凄
く
良
か
っ
た
と
思
い
ま
し
た
。」

以
上
の
内
容
か
ら
、
建
物
の
内
部
、
特
に
普
段
入
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
こ
ろ
に
上
が
っ
て
様
々
な
角
度
か
ら
建
物
を
見
学
し
た
こ

と
が
、
学
生
の
興
味
を
ひ
い
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
ま
た
、
建
物
に
つ
い
て
以
下
の
よ
う
な
コ
メ
ン
ト
が
み
ら
れ
た
。

「
普
通
で
あ
れ
ば
農
家
は
南
向
き
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
世
田
谷
代
官
屋
敷
で
は
ボ
ロ
市
を
管
理
す
る
た
め
に
北
向
き
に
な
っ
て
い

る
こ
と
が
分
か
っ
た
こ
と
で
す
。」「
ボ
ロ
市
の
開
催
さ
れ
る
方
向
に
合
わ
せ
て
入
口
の
位
置
を
普
通
の
家
屋
と
変
え
て
い
る
こ
と
か

ら
、
地
域
に
根
ざ
し
た
屋
敷
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
と
考
え
ま
し
た
。」「
茅
葺
き
屋
根
の
構
造
で
す
。
複
雑
に
入
り
組
ん
で
い
ま
す
が
、
そ

の
木
組
み
の
一
つ
一
つ
が
計
算
し
尽
く
さ
れ
て
い
る
構
造
に
な
っ
て
い
て
興
味
深
か
っ
た
で
す
。」

「
代
官
屋
敷
の
構
造
、
茅
葺
き
屋
根
の
素
材
に
つ
い
て
で
す
。」「
世
田
谷
代
官
屋
敷
の
構
造
に
つ
い
て
は
初
め
て
聞
い
た
内
容
ば
か

り
で
し
た
。」「
代
官
屋
敷
の
内
装
に
興
味
を
持
っ
た
。
特
に
天
井
板
が
張
ら
れ
て
い
な
い
た
め
、
茅
葺
き
の
屋
根
の
裏
側
や
、
梁
の
木

が
自
然
の
ま
ま
の
曲
が
っ
た
形
で
使
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
、
面
白
か
っ
た
で
す
。」「
切
腹
の
間
が
、
も
し
仕
事
で
失
敗
し
た
ら

い
つ
で
も
切
腹
で
き
る
と
い
う
覚
悟
を
表
し
て
い
て
、
当
時
の
役
人
の
仕
事
に
対
す
る
責
任
感
に
感
銘
を
受
け
ま
し
た
。」「
用
途
不
明
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③
散
策
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
の
ワ
ー
ク
ブ
ッ
ク
の
記
入

こ
の
項
目
は
三
八
名
（
三
四
％
）
と
い
う
結
果
に
な
り
、
以
下
の
よ
う
な
コ
メ
ン
ト
が
あ
っ
た
。「
ワ
ー
ク
ブ
ッ
ク
に
知
り
た
い
こ

と
が
全
部
載
っ
て
い
て
分
か
り
や
す
か
っ
た
。」「
知
識
を
知
る
き
っ
か
け
や
、
疑
問
に
対
す
る
回
答
を
い
た
だ
け
た
こ
と
が
良
か
っ
た

と
思
い
ま
す
。」「
講
義
で
は
触
れ
な
い
よ
う
な
細
か
い
と
こ
ろ
を
知
る
こ
と
が
で
き
て
歴
史
へ
の
関
心
が
深
ま
っ
た
。」「
今
後
の

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
や
卒
業
論
文
に
お
い
て
必
要
な
観
察
す
る
ポ
イ
ン
ト
を
学
べ
た
こ
と
で
す
。」

「
い
ろ
い
ろ
な
視
点
で
見
る
と
、
い
つ
も
何
気
な
く
見
て
い
る
風
景
か
ら
学
ぶ
き
っ
か
け
と
な
る
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
る
こ
と
に
気

づ
く
こ
と
が
で
き
た
点
で
す
。」「
こ
の
地
の
歴
史
に
つ
い
て
実
物
を
見
な
が
ら
解
説
を
聞
く
と
わ
か
り
や
す
か
っ
た
で
す
。」「
そ
の
施

設
に
な
に
が
あ
っ
て
、
ど
う
い
っ
た
経
緯
で
建
て
ら
れ
た
か
な
ど
が
書
か
れ
て
い
た
の
で
見
学
の
際
に
注
目
す
べ
き
ポ
イ
ン
ト
が
分
か

り
や
す
か
っ
た
で
す
。」「
気
づ
い
た
こ
と
を
す
ぐ
に
書
く
こ
と
が
で
き
、
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
に
気
づ
こ
う
と
す
る
意
識
が
で
き
た
こ
と

で
す
。」

「
実
際
に
現
物
を
見
な
い
と
ど
ん
な
も
の
か
わ
か
ら
な
い
し
、
新
た
な
発
見
が
あ
っ
た
。」「
班
の
人
た
ち
と
歴
史
的
建
造
物
を
見
な

が
ら
感
想
を
言
い
合
え
た
の
が
よ
か
っ
た
で
す
。」「
ワ
ー
ク
ブ
ッ
ク
で
は
自
分
の
考
え
を
書
き
出
し
、
整
理
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。」
以
上
の
内
容
か
ら
、
ワ
ー
ク
ブ
ッ
ク
の
説
明
文
や
注
目
ポ
イ
ン
ト
の
記
載
、
記
入
欄
へ
の
書
き
入
れ
作
業
が
、
学
生
の
観
察
力

の
向
上
に
つ
な
が
っ
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
、
注
目
ポ
イ
ン
ト
つ
き
の
ワ
ー
ク
ブ
ッ
ク
へ
の
記
入
の
有
用
性
が
分
か
る
。

④
世
田
谷
代
官
屋
敷
で
の
学
芸
員
の
解
説

こ
の
項
目
は
八
七
名
（
七
八
％
）
と
い
う
高
い
数
値
と
な
り
、
さ
ら
に
以
下
の
よ
う
な
コ
メ
ン
ト
が
あ
っ
た
。「
学
芸
員
の
方
の
専

門
知
識
が
豊
富
な
の
で
、
事
前
学
習
に
肉
づ
け
が
出
来
た
の
は
良
か
っ
た
で
す
。」「
ま
ず
自
分
た
ち
に
質
問
を
し
て
く
れ
た
こ
と
で
考

【
5
】
学
外
研
修
の
作
業
で
役
に
立
っ
た
と
思
う
も
の
に
チ
ェ
ッ
ク
を
し
て
く
だ
さ
い
。
複
数
可

①
事
前
学
習
（
講
義
・
レ
ク
チ
ャ
ー
）

こ
の
項
目
は
三
六
名
（
三
二
％
）
と
い
う
結
果
と
な
り
、
以
下
の
よ
う
な
コ
メ
ン
ト
が
あ
っ
た
。「
今
回
行
く
場
所
に
つ
い
て
の
知

識
が
つ
く
こ
と
で
、
見
学
が
楽
し
み
に
な
っ
た
。」「
講
義
を
受
け
て
実
際
に
見
て
み
た
い
と
い
う
思
い
が
深
ま
っ
た
。」「
事
前
講
義
の

お
か
げ
で
ど
こ
に
着
目
し
た
ら
い
い
の
か
が
明
確
に
わ
か
っ
た
の
で
観
察
し
や
す
か
っ
た
で
す
。」「
実
際
に
見
に
行
っ
た
時
に
役
に
立

ち
ま
し
た
。」「
バ
ッ
ク
ボ
ー
ン
を
知
っ
て
か
ら
実
際
に
そ
こ
に
足
を
運
ぶ
こ
と
で
知
識
を
新
鮮
に
感
じ
て
と
て
も
良
か
っ
た
で
す
。」

「
井
伊
直
弼
の
お
墓
と
吉
田
松
陰
を
祀
る
神
社
が
近
い
こ
と
に
興
味
が
湧
い
た
。」「
事
前
知
識
が
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
普
段
は
あ
ま

り
詳
し
く
見
な
い
よ
う
な
点
に
も
注
目
し
な
が
ら
散
策
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。」
以
上
の
内
容
か
ら
、
講
義
や
レ
ク
チ
ャ
ー
に
よ

る
事
前
学
習
に
よ
っ
て
予
備
知
識
が
得
ら
れ
た
こ
と
で
見
学
が
充
実
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
、
講
義
に
よ
る
事
前
学
習
の
有
用
性
が

確
認
で
き
る
。

②
事
前
学
習
（
世
田
谷
デ
ジ
タ
ル
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
な
ど
を
使
っ
た
下
調
べ
作
業
）

こ
の
項
目
は
一
九
名
（
一
七
％
）
と
い
う
結
果
に
な
り
、
以
下
の
よ
う
な
コ
メ
ン
ト
が
あ
っ
た
。「
ま
ず
事
前
学
習
を
す
る
こ
と
で

現
地
に
行
っ
た
時
に
時
間
を
無
駄
に
し
な
く
て
い
い
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。」「
事
前
学
習
で
は
校
外
学
習
に
つ
い
て
の
概
要
に
触

れ
、
何
に
つ
い
て
学
べ
ば
い
い
の
か
を
想
像
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。」「
事
前
に
調
べ
た
こ
と
で
ポ
イ
ン
ト
に
注
目
し
て
回
れ
ま
し

た
。」「
写
真
が
あ
り
、
分
か
り
や
す
い
説
明
が
あ
っ
た
の
で
役
に
立
っ
た
。」「
事
前
学
習
が
あ
っ
た
こ
と
で
建
物
や
石
碑
に
興
味
を

持
っ
て
散
策
で
き
た
。」
こ
れ
ら
の
コ
メ
ン
ト
か
ら
、
ワ
ー
ク
ブ
ッ
ク
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
の
世
田
谷
デ
ジ
タ
ル
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
を

用
い
た
下
調
べ
作
業
が
見
学
を
効
率
的
に
行
う
上
で
一
定
の
効
果
が
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
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③
散
策
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
の
ワ
ー
ク
ブ
ッ
ク
の
記
入

こ
の
項
目
は
三
八
名
（
三
四
％
）
と
い
う
結
果
に
な
り
、
以
下
の
よ
う
な
コ
メ
ン
ト
が
あ
っ
た
。「
ワ
ー
ク
ブ
ッ
ク
に
知
り
た
い
こ

と
が
全
部
載
っ
て
い
て
分
か
り
や
す
か
っ
た
。」「
知
識
を
知
る
き
っ
か
け
や
、
疑
問
に
対
す
る
回
答
を
い
た
だ
け
た
こ
と
が
良
か
っ
た

と
思
い
ま
す
。」「
講
義
で
は
触
れ
な
い
よ
う
な
細
か
い
と
こ
ろ
を
知
る
こ
と
が
で
き
て
歴
史
へ
の
関
心
が
深
ま
っ
た
。」「
今
後
の

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
や
卒
業
論
文
に
お
い
て
必
要
な
観
察
す
る
ポ
イ
ン
ト
を
学
べ
た
こ
と
で
す
。」

「
い
ろ
い
ろ
な
視
点
で
見
る
と
、
い
つ
も
何
気
な
く
見
て
い
る
風
景
か
ら
学
ぶ
き
っ
か
け
と
な
る
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
る
こ
と
に
気

づ
く
こ
と
が
で
き
た
点
で
す
。」「
こ
の
地
の
歴
史
に
つ
い
て
実
物
を
見
な
が
ら
解
説
を
聞
く
と
わ
か
り
や
す
か
っ
た
で
す
。」「
そ
の
施

設
に
な
に
が
あ
っ
て
、
ど
う
い
っ
た
経
緯
で
建
て
ら
れ
た
か
な
ど
が
書
か
れ
て
い
た
の
で
見
学
の
際
に
注
目
す
べ
き
ポ
イ
ン
ト
が
分
か

り
や
す
か
っ
た
で
す
。」「
気
づ
い
た
こ
と
を
す
ぐ
に
書
く
こ
と
が
で
き
、
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
に
気
づ
こ
う
と
す
る
意
識
が
で
き
た
こ
と

で
す
。」

「
実
際
に
現
物
を
見
な
い
と
ど
ん
な
も
の
か
わ
か
ら
な
い
し
、
新
た
な
発
見
が
あ
っ
た
。」「
班
の
人
た
ち
と
歴
史
的
建
造
物
を
見
な

が
ら
感
想
を
言
い
合
え
た
の
が
よ
か
っ
た
で
す
。」「
ワ
ー
ク
ブ
ッ
ク
で
は
自
分
の
考
え
を
書
き
出
し
、
整
理
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。」
以
上
の
内
容
か
ら
、
ワ
ー
ク
ブ
ッ
ク
の
説
明
文
や
注
目
ポ
イ
ン
ト
の
記
載
、
記
入
欄
へ
の
書
き
入
れ
作
業
が
、
学
生
の
観
察
力

の
向
上
に
つ
な
が
っ
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
、
注
目
ポ
イ
ン
ト
つ
き
の
ワ
ー
ク
ブ
ッ
ク
へ
の
記
入
の
有
用
性
が
分
か
る
。

④
世
田
谷
代
官
屋
敷
で
の
学
芸
員
の
解
説

こ
の
項
目
は
八
七
名
（
七
八
％
）
と
い
う
高
い
数
値
と
な
り
、
さ
ら
に
以
下
の
よ
う
な
コ
メ
ン
ト
が
あ
っ
た
。「
学
芸
員
の
方
の
専

門
知
識
が
豊
富
な
の
で
、
事
前
学
習
に
肉
づ
け
が
出
来
た
の
は
良
か
っ
た
で
す
。」「
ま
ず
自
分
た
ち
に
質
問
を
し
て
く
れ
た
こ
と
で
考

【
5
】
学
外
研
修
の
作
業
で
役
に
立
っ
た
と
思
う
も
の
に
チ
ェ
ッ
ク
を
し
て
く
だ
さ
い
。
複
数
可

①
事
前
学
習
（
講
義
・
レ
ク
チ
ャ
ー
）

こ
の
項
目
は
三
六
名
（
三
二
％
）
と
い
う
結
果
と
な
り
、
以
下
の
よ
う
な
コ
メ
ン
ト
が
あ
っ
た
。「
今
回
行
く
場
所
に
つ
い
て
の
知

識
が
つ
く
こ
と
で
、
見
学
が
楽
し
み
に
な
っ
た
。」「
講
義
を
受
け
て
実
際
に
見
て
み
た
い
と
い
う
思
い
が
深
ま
っ
た
。」「
事
前
講
義
の

お
か
げ
で
ど
こ
に
着
目
し
た
ら
い
い
の
か
が
明
確
に
わ
か
っ
た
の
で
観
察
し
や
す
か
っ
た
で
す
。」「
実
際
に
見
に
行
っ
た
時
に
役
に
立

ち
ま
し
た
。」「
バ
ッ
ク
ボ
ー
ン
を
知
っ
て
か
ら
実
際
に
そ
こ
に
足
を
運
ぶ
こ
と
で
知
識
を
新
鮮
に
感
じ
て
と
て
も
良
か
っ
た
で
す
。」

「
井
伊
直
弼
の
お
墓
と
吉
田
松
陰
を
祀
る
神
社
が
近
い
こ
と
に
興
味
が
湧
い
た
。」「
事
前
知
識
が
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
普
段
は
あ
ま

り
詳
し
く
見
な
い
よ
う
な
点
に
も
注
目
し
な
が
ら
散
策
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。」
以
上
の
内
容
か
ら
、
講
義
や
レ
ク
チ
ャ
ー
に
よ

る
事
前
学
習
に
よ
っ
て
予
備
知
識
が
得
ら
れ
た
こ
と
で
見
学
が
充
実
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
、
講
義
に
よ
る
事
前
学
習
の
有
用
性
が

確
認
で
き
る
。

②
事
前
学
習
（
世
田
谷
デ
ジ
タ
ル
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
な
ど
を
使
っ
た
下
調
べ
作
業
）

こ
の
項
目
は
一
九
名
（
一
七
％
）
と
い
う
結
果
に
な
り
、
以
下
の
よ
う
な
コ
メ
ン
ト
が
あ
っ
た
。「
ま
ず
事
前
学
習
を
す
る
こ
と
で

現
地
に
行
っ
た
時
に
時
間
を
無
駄
に
し
な
く
て
い
い
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。」「
事
前
学
習
で
は
校
外
学
習
に
つ
い
て
の
概
要
に
触

れ
、
何
に
つ
い
て
学
べ
ば
い
い
の
か
を
想
像
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。」「
事
前
に
調
べ
た
こ
と
で
ポ
イ
ン
ト
に
注
目
し
て
回
れ
ま
し

た
。」「
写
真
が
あ
り
、
分
か
り
や
す
い
説
明
が
あ
っ
た
の
で
役
に
立
っ
た
。」「
事
前
学
習
が
あ
っ
た
こ
と
で
建
物
や
石
碑
に
興
味
を

持
っ
て
散
策
で
き
た
。」
こ
れ
ら
の
コ
メ
ン
ト
か
ら
、
ワ
ー
ク
ブ
ッ
ク
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
の
世
田
谷
デ
ジ
タ
ル
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
を

用
い
た
下
調
べ
作
業
が
見
学
を
効
率
的
に
行
う
上
で
一
定
の
効
果
が
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
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以
上
の
内
容
か
ら
、
学
芸
員
の
解
説
を
聞
き
な
が
ら
建
造
物
内
部
を
見
学
す
る
と
い
う
作
業
が
多
く
の
学
生
の
興
味
を
高
め
て
い
る

こ
と
が
分
か
る
。
そ
し
て
、
史
料
も
紹
介
し
つ
つ
、
学
生
に
問
い
か
け
な
が
ら
、
建
物
の
構
造
や
時
代
背
景
に
つ
い
て
丁
寧
に
説
明
し

て
ゆ
く
学
芸
員
の
解
説
が
、
学
生
の
理
解
を
深
め
、
好
奇
心
を
高
め
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
、
当
該
の
史
跡
に
詳
し
い
学
芸
員
の
解

説
の
教
育
的
効
果
の
高
さ
が
窺
え
る
。

⑤
事
後
学
習
（
各
班
の
観
察
結
果
の
発
表
会
）

こ
の
項
目
は
二
八
名
（
二
五
％
）
で
、
以
下
の
よ
う
な
コ
メ
ン
ト
が
あ
っ
た
。「
自
分
の
班
だ
け
で
な
く
、
他
の
班
の
人
た
ち
の
意

見
や
考
え
方
を
聞
け
た
の
で
役
に
立
っ
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。」「
自
分
た
ち
だ
け
で
は
見
つ
け
る
こ
と
や
感
じ
る
こ
と
が
出
来
な
か
っ

た
こ
と
や
、
思
い
つ
か
な
か
っ
た
考
え
を
共
有
す
る
こ
と
が
出
来
た
点
で
す
。」「
班
で
意
見
を
交
換
す
る
こ
と
で
よ
り
仲
が
深
ま
っ

た
。」

「（
観
察
結
果
の
ま
と
め
作
業
と
発
表
会
の
）
ど
ち
ら
も
自
分
一
人
で
勉
強
し
て
も
気
が
付
か
な
い
こ
と
を
発
見
す
る
手
が
か
り
と
な

り
、
一
人
で
学
ぶ
よ
り
も
多
く
の
人
と
学
ん
だ
方
が
よ
り
理
解
が
深
ま
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。」「
自
分
で
気
付
く
こ
と
が
で
き
な
か
っ

た
事
柄
に
つ
い
て
、
た
く
さ
ん
の
視
点
か
ら
考
察
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
た
点
で
す
。」「
同
じ
も
の
を
見
て
も
ど
う
感
じ
る
か
に
差
が

あ
る
と
い
う
点
で
す
。」「
事
後
学
習
で
ほ
か
の
班
の
発
表
を
聞
い
て
自
分
の
班
で
は
気
づ
か
な
か
っ
た
こ
と
や
、
こ
う
い
う
風
に
ま
と

め
れ
ば
よ
い
の
か
な
ど
今
後
の
大
学
生
活
で
課
題
を
こ
な
す
う
え
で
も
参
考
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。」

「
自
分
一
人
で
は
気
が
付
か
な
か
っ
た
と
こ
ろ
も
班
員
や
他
の
班
の
意
見
を
聞
い
て
新
た
な
発
見
を
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
次
ま
た

学
外
研
修
に
行
く
時
に
は
も
っ
と
注
意
深
く
観
察
を
し
た
い
。」「
班
の
皆
で
意
見
を
出
し
合
い
ま
と
め
て
い
る
時
間
が
と
て
も
良
い
な

と
思
い
ま
し
た
。
ま
た
、
他
の
班
の
意
見
を
聞
い
て
、
自
分
た
ち
と
は
違
う
視
点
で
ま
と
め
て
い
た
り
、
自
分
の
持
っ
て
い
る
知
識
を

え
る
き
っ
か
け
に
な
り
ま
し
た
。」「
学
芸
員
の
方
の
説
明
は
丁
寧
か
つ
繊
細
で
あ
り
、
あ
ら
た
な
気
付
き
や
関
心
へ
の
手
助
け
に
な
っ

た
。」「
学
芸
員
の
資
格
を
取
り
た
い
の
で
す
ご
く
見
本
に
な
っ
た
。」「
見
て
い
る
だ
け
で
は
得
ら
れ
な
い
よ
う
な
情
報
ま
で
解
説
し
て

頂
い
た
の
で
、
解
説
か
ら
気
づ
く
点
も
多
か
っ
た
。」「
た
び
た
び
学
生
に
質
問
を
投
げ
か
け
る
方
式
の
説
明
で
わ
か
り
や
す
か
っ
た
で

す
。」「
学
芸
員
の
方
の
話
を
伺
う
こ
と
で
当
時
の
こ
と
を
よ
り
深
く
知
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。」

「
学
芸
員
の
方
の
解
説
が
と
て
も
詳
し
く
て
わ
か
り
や
す
か
っ
た
で
す
。
特
に
屋
敷
の
向
き
が
北
側
で
あ
る
理
由
な
ど
と
て
も
参
考

に
な
る
解
説
が
多
か
っ
た
で
す
。」「
建
物
の
細
か
な
と
こ
ろ
（
目
で
は
見
え
な
い
と
こ
ろ
）
ま
で
説
明
し
て
く
れ
た
と
こ
ろ
が
よ
か
っ

た
で
す
。」「
茅
の
作
り
や
、
外
観
を
壊
さ
な
い
よ
う
に
工
事
を
す
る
と
い
っ
た
細
か
い
知
識
を
丁
寧
に
教
え
て
く
れ
た
点
で
す
。」

「
し
っ
か
り
見
な
い
と
見
逃
し
て
し
ま
う
と
こ
ろ
に
意
外
と
興
味
深
い
こ
と
が
隠
れ
て
い
る
こ
と
を
学
芸
員
の
方
の
説
明
で
気
づ
く
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。」

「
自
分
で
は
気
づ
か
な
い
よ
う
な
細
か
な
点
ま
で
知
る
こ
と
が
で
き
た
と
こ
ろ
で
す
。」「
実
際
に
建
造
物
を
見
な
が
ら
専
門
の
学
芸

員
の
解
説
を
聞
い
て
い
る
と
、
早
く
理
解
で
き
て
、
頭
に
残
り
や
す
い
の
で
良
か
っ
た
で
す
。」「
も
し
こ
の
よ
う
な
研
修
が
な
か
っ
た

ら
入
れ
な
か
っ
た
場
所
に
入
り
、
た
だ
見
る
だ
け
で
は
気
づ
か
な
い
よ
う
な
こ
と
に
つ
い
て
知
る
こ
と
が
で
き
、
有
意
義
な
時
間
を
過

ご
す
こ
と
が
で
き
た
。」「
実
際
に
中
に
入
っ
て
見
ら
れ
た
の
が
良
か
っ
た
。
資
料
を
読
み
解
い
て
当
時
の
様
子
を
再
現
し
た
と
い
う
話

を
聞
い
て
、
資
料
を
読
解
す
る
力
が
大
切
で
あ
る
と
思
う
よ
う
に
な
り
、
い
い
勉
強
に
な
っ
た
。」

「
復
元
作
業
に
文
書
の
手
が
か
り
な
ど
も
大
き
く
か
か
わ
っ
て
く
る
こ
と
が
知
れ
て
良
か
っ
た
。」「
そ
の
場
所
が
ど
の
よ
う
な
歴
史

を
辿
っ
て
き
た
の
か
、
何
が
ど
う
い
う
用
途
で
使
わ
れ
て
い
た
の
か
を
知
る
こ
と
が
で
き
、
ま
と
め
作
業
の
役
に
立
っ
た
。
ま
た
、
自

分
の
知
見
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
た
。」「
史
料
を
根
拠
に
し
て
屋
敷
の
成
り
立
ち
を
説
明
し
て
頂
き
、
史
料
に
記
載
さ
れ
て
い
な
い
こ

と
も
構
造
上
の
観
点
か
ら
推
測
さ
れ
て
い
て
自
分
の
考
え
方
の
幅
が
広
が
っ
た
。」
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以
上
の
内
容
か
ら
、
学
芸
員
の
解
説
を
聞
き
な
が
ら
建
造
物
内
部
を
見
学
す
る
と
い
う
作
業
が
多
く
の
学
生
の
興
味
を
高
め
て
い
る

こ
と
が
分
か
る
。
そ
し
て
、
史
料
も
紹
介
し
つ
つ
、
学
生
に
問
い
か
け
な
が
ら
、
建
物
の
構
造
や
時
代
背
景
に
つ
い
て
丁
寧
に
説
明
し

て
ゆ
く
学
芸
員
の
解
説
が
、
学
生
の
理
解
を
深
め
、
好
奇
心
を
高
め
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
、
当
該
の
史
跡
に
詳
し
い
学
芸
員
の
解

説
の
教
育
的
効
果
の
高
さ
が
窺
え
る
。

⑤
事
後
学
習
（
各
班
の
観
察
結
果
の
発
表
会
）

こ
の
項
目
は
二
八
名
（
二
五
％
）
で
、
以
下
の
よ
う
な
コ
メ
ン
ト
が
あ
っ
た
。「
自
分
の
班
だ
け
で
な
く
、
他
の
班
の
人
た
ち
の
意

見
や
考
え
方
を
聞
け
た
の
で
役
に
立
っ
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。」「
自
分
た
ち
だ
け
で
は
見
つ
け
る
こ
と
や
感
じ
る
こ
と
が
出
来
な
か
っ

た
こ
と
や
、
思
い
つ
か
な
か
っ
た
考
え
を
共
有
す
る
こ
と
が
出
来
た
点
で
す
。」「
班
で
意
見
を
交
換
す
る
こ
と
で
よ
り
仲
が
深
ま
っ

た
。」

「（
観
察
結
果
の
ま
と
め
作
業
と
発
表
会
の
）
ど
ち
ら
も
自
分
一
人
で
勉
強
し
て
も
気
が
付
か
な
い
こ
と
を
発
見
す
る
手
が
か
り
と
な

り
、
一
人
で
学
ぶ
よ
り
も
多
く
の
人
と
学
ん
だ
方
が
よ
り
理
解
が
深
ま
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。」「
自
分
で
気
付
く
こ
と
が
で
き
な
か
っ

た
事
柄
に
つ
い
て
、
た
く
さ
ん
の
視
点
か
ら
考
察
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
た
点
で
す
。」「
同
じ
も
の
を
見
て
も
ど
う
感
じ
る
か
に
差
が

あ
る
と
い
う
点
で
す
。」「
事
後
学
習
で
ほ
か
の
班
の
発
表
を
聞
い
て
自
分
の
班
で
は
気
づ
か
な
か
っ
た
こ
と
や
、
こ
う
い
う
風
に
ま
と

め
れ
ば
よ
い
の
か
な
ど
今
後
の
大
学
生
活
で
課
題
を
こ
な
す
う
え
で
も
参
考
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。」

「
自
分
一
人
で
は
気
が
付
か
な
か
っ
た
と
こ
ろ
も
班
員
や
他
の
班
の
意
見
を
聞
い
て
新
た
な
発
見
を
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
次
ま
た

学
外
研
修
に
行
く
時
に
は
も
っ
と
注
意
深
く
観
察
を
し
た
い
。」「
班
の
皆
で
意
見
を
出
し
合
い
ま
と
め
て
い
る
時
間
が
と
て
も
良
い
な

と
思
い
ま
し
た
。
ま
た
、
他
の
班
の
意
見
を
聞
い
て
、
自
分
た
ち
と
は
違
う
視
点
で
ま
と
め
て
い
た
り
、
自
分
の
持
っ
て
い
る
知
識
を

え
る
き
っ
か
け
に
な
り
ま
し
た
。」「
学
芸
員
の
方
の
説
明
は
丁
寧
か
つ
繊
細
で
あ
り
、
あ
ら
た
な
気
付
き
や
関
心
へ
の
手
助
け
に
な
っ

た
。」「
学
芸
員
の
資
格
を
取
り
た
い
の
で
す
ご
く
見
本
に
な
っ
た
。」「
見
て
い
る
だ
け
で
は
得
ら
れ
な
い
よ
う
な
情
報
ま
で
解
説
し
て

頂
い
た
の
で
、
解
説
か
ら
気
づ
く
点
も
多
か
っ
た
。」「
た
び
た
び
学
生
に
質
問
を
投
げ
か
け
る
方
式
の
説
明
で
わ
か
り
や
す
か
っ
た
で

す
。」「
学
芸
員
の
方
の
話
を
伺
う
こ
と
で
当
時
の
こ
と
を
よ
り
深
く
知
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。」

「
学
芸
員
の
方
の
解
説
が
と
て
も
詳
し
く
て
わ
か
り
や
す
か
っ
た
で
す
。
特
に
屋
敷
の
向
き
が
北
側
で
あ
る
理
由
な
ど
と
て
も
参
考

に
な
る
解
説
が
多
か
っ
た
で
す
。」「
建
物
の
細
か
な
と
こ
ろ
（
目
で
は
見
え
な
い
と
こ
ろ
）
ま
で
説
明
し
て
く
れ
た
と
こ
ろ
が
よ
か
っ

た
で
す
。」「
茅
の
作
り
や
、
外
観
を
壊
さ
な
い
よ
う
に
工
事
を
す
る
と
い
っ
た
細
か
い
知
識
を
丁
寧
に
教
え
て
く
れ
た
点
で
す
。」

「
し
っ
か
り
見
な
い
と
見
逃
し
て
し
ま
う
と
こ
ろ
に
意
外
と
興
味
深
い
こ
と
が
隠
れ
て
い
る
こ
と
を
学
芸
員
の
方
の
説
明
で
気
づ
く
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。」

「
自
分
で
は
気
づ
か
な
い
よ
う
な
細
か
な
点
ま
で
知
る
こ
と
が
で
き
た
と
こ
ろ
で
す
。」「
実
際
に
建
造
物
を
見
な
が
ら
専
門
の
学
芸

員
の
解
説
を
聞
い
て
い
る
と
、
早
く
理
解
で
き
て
、
頭
に
残
り
や
す
い
の
で
良
か
っ
た
で
す
。」「
も
し
こ
の
よ
う
な
研
修
が
な
か
っ
た

ら
入
れ
な
か
っ
た
場
所
に
入
り
、
た
だ
見
る
だ
け
で
は
気
づ
か
な
い
よ
う
な
こ
と
に
つ
い
て
知
る
こ
と
が
で
き
、
有
意
義
な
時
間
を
過

ご
す
こ
と
が
で
き
た
。」「
実
際
に
中
に
入
っ
て
見
ら
れ
た
の
が
良
か
っ
た
。
資
料
を
読
み
解
い
て
当
時
の
様
子
を
再
現
し
た
と
い
う
話

を
聞
い
て
、
資
料
を
読
解
す
る
力
が
大
切
で
あ
る
と
思
う
よ
う
に
な
り
、
い
い
勉
強
に
な
っ
た
。」

「
復
元
作
業
に
文
書
の
手
が
か
り
な
ど
も
大
き
く
か
か
わ
っ
て
く
る
こ
と
が
知
れ
て
良
か
っ
た
。」「
そ
の
場
所
が
ど
の
よ
う
な
歴
史

を
辿
っ
て
き
た
の
か
、
何
が
ど
う
い
う
用
途
で
使
わ
れ
て
い
た
の
か
を
知
る
こ
と
が
で
き
、
ま
と
め
作
業
の
役
に
立
っ
た
。
ま
た
、
自

分
の
知
見
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
た
。」「
史
料
を
根
拠
に
し
て
屋
敷
の
成
り
立
ち
を
説
明
し
て
頂
き
、
史
料
に
記
載
さ
れ
て
い
な
い
こ

と
も
構
造
上
の
観
点
か
ら
推
測
さ
れ
て
い
て
自
分
の
考
え
方
の
幅
が
広
が
っ
た
。」
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学
生
が
役
に
立
っ
た
と
感
じ
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
た
。
ま
た
、「
ワ
ー
ク
ブ
ッ
ク
の
内
容
に
つ
い
て
、
役
に
立
っ
た
こ
と
、
興
味

を
も
っ
た
こ
と
を
書
い
て
く
だ
さ
い
。」
と
の
設
問
に
対
し
て
は
以
下
の
よ
う
な
コ
メ
ン
ト
が
み
ら
れ
た
。

「
ね
ら
い
、
目
標
を
明
確
に
持
っ
て
見
に
行
か
な
い
と
、
何
の
た
め
に
行
く
の
か
が
不
透
明
に
な
っ
て
し
ま
う
の
で
と
て
も
役
に

立
っ
た
。」「
最
初
に
ど
の
よ
う
な
所
を
見
て
み
た
い
か
を
決
め
て
か
ら
見
に
行
っ
た
の
で
よ
り
楽
し
め
ま
し
た
。」「
最
初
に
読
ん
で
、

あ
る
程
度
、
理
解
し
た
上
で
み
る
と
さ
ら
に
興
味
を
惹
か
れ
ま
し
た
。」「
ワ
ー
ク
ブ
ッ
ク
の
お
か
げ
で
さ
ら
に
楽
し
く
見
る
こ
と
が
で

き
て
よ
か
っ
た
。」「
ワ
ー
ク
ブ
ッ
ク
の
内
容
と
照
ら
し
合
わ
せ
な
が
ら
見
る
こ
と
で
、
史
跡
の
特
徴
を
掴
む
こ
と
が
で
き
た
。」

「
実
際
に
そ
の
地
に
訪
れ
る
前
に
ワ
ー
ク
ブ
ッ
ク
の
学
び
が
あ
っ
た
か
ら
よ
り
詳
し
く
よ
り
深
く
学
べ
た
と
思
い
ま
す
。」「
史
跡
の

歴
史
や
成
り
立
ち
に
つ
い
て
、
そ
の
概
要
が
書
か
れ
て
い
た
の
で
、
事
前
学
習
の
良
い
手
助
け
に
な
っ
た
。
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
が
貼
ら
れ
て

い
た
の
が
特
に
よ
か
っ
た
。」「
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
が
貼
っ
て
あ
っ
た
の
で
、
よ
り
詳
し
い
説
明
が
書
い
て
あ
っ
て
分
か
り
や
す
か
っ
た
。」

「
ワ
ー
ク
ブ
ッ
ク
が
細
か
く
作
ら
れ
て
い
て
、
す
ご
く
た
め
に
な
り
ま
し
た
。
地
図
が
見
や
す
か
っ
た
で
す
。」「
注
目
ポ
イ
ン
ト
を
書

い
て
く
れ
た
の
で
、
着
眼
点
が
絞
り
や
す
く
、
観
察
の
時
に
役
に
立
っ
た
。」「
地
図
が
見
や
す
い
。
各
場
所
の
見
ど
こ
ろ
が
記
さ
れ
て

い
て
何
を
見
る
の
か
迷
っ
た
と
き
に
助
か
っ
た
。」「
地
図
に
絵
が
あ
り
、
分
か
り
や
す
か
っ
た
。」「
見
学
す
る
ポ
イ
ン
ト
が
書
い
て

あ
っ
た
の
で
初
め
て
き
た
と
こ
ろ
で
も
見
ど
こ
ろ
が
す
ぐ
わ
か
っ
た
。」

「
写
真
が
カ
ラ
ー
だ
っ
た
の
で
直
接
行
っ
た
時
に
イ
メ
ー
ジ
が
湧
き
や
す
い
。」「
寺
社
や
施
設
の
歴
史
や
概
要
な
ど
が
簡
潔
に
ま
と

め
ら
れ
て
い
て
、
読
み
や
す
か
っ
た
。」「
解
説
が
と
て
も
分
か
り
や
す
く
、
教
科
書
に
似
た
構
成
で
読
み
や
す
か
っ
た
で
す
。」「
分
か

り
や
す
く
ま
と
め
て
あ
っ
て
、
そ
れ
を
実
際
に
自
分
の
目
で
見
る
こ
と
で
身
に
つ
い
た
と
思
い
ま
す
。」

「
写
真
と
共
に
説
明
さ
れ
て
い
た
の
で
事
前
学
習
が
と
て
も
進
ん
だ
。
ま
た
年
代
が
細
か
く
書
か
れ
て
い
た
の
で
、
時
代
区
別
が
つ

き
や
す
か
っ
た
。」「
史
跡
に
つ
い
て
の
概
要
が
ま
と
め
ら
れ
て
い
た
た
め
、
あ
る
程
度
の
知
識
を
持
っ
て
史
跡
見
学
が
で
き
て
役
に

加
え
た
り
し
て
い
て
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。」

「
仲
間
と
の
意
見
交
換
や
発
表
会
は
、
自
身
と
仲
間
と
の
気
付
き
・
考
察
か
ら
新
た
な

考
え
方
や
知
識
を
得
る
機
会
と
な
り
、
よ
り
深
い
学
習
が
で
き
た
と
実
感
し
て
い
ま
す
。」

「
は
じ
め
は
ど
の
よ
う
に
行
動
し
て
い
い
の
か
わ
か
ら
ず
、
班
の
代
表
に
も
な
り
非
常
に

焦
っ
た
が
、
先
生
や
先
輩
の
助
言
や
同
じ
班
の
友
人
の
協
力
の
お
か
げ
で
、
う
ま
く
ま
と

め
る
こ
と
が
で
き
た
。
自
分
ひ
と
り
の
考
え
だ
と
深
堀
り
で
き
な
か
っ
た
が
、
数
人
の
仲

間
の
意
見
を
う
ま
く
ま
と
め
る
こ
と
で
よ
り
良
い
内
容
の
考
察
が
で
き
た
こ
と
か
ら
、
話

し
合
い
や
、
考
え
の
共
有
の
大
事
さ
を
改
め
て
感
じ
た
。」

以
上
の
内
容
を
見
る
と
、
班
内
で
の
観
察
結
果
の
ま
と
め
作
業
や
各
班
の
代
表
者
に
よ

る
発
表
会
で
他
の
班
の
意
見
を
聞
い
た
こ
と
に
よ
り
、
自
分
だ
け
で
は
気
づ
か
な
い
こ
と

を
知
る
こ
と
が
で
き
て
勉
強
に
な
っ
た
と
の
意
見
が
多
く
見
ら
れ
、
観
察
結
果
の
ま
と
め

作
業
や
発
表
会
が
、
多
面
的
か
つ
柔
軟
に
物
事
を
考
え
る
力
を
養
う
た
め
の
有
効
な
作
業

と
な
っ
て
い
る
こ
と
、
ま
た
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
も
高
め
て
い
る
こ
と
が
分
か

り
、
見
学
後
の
意
見
交
換
会
の
重
要
性
が
確
認
で
き
る
（
資
料
⑦
）。

【
6
】
ワ
ー
ク
ブ
ッ
ク
は
役
に
立
ち
ま
し
た
か
？

こ
の
項
目
は
「
は
い
」
が
七
〇
名
（
六
三
％
）、「
ま
あ
ま
あ
」
が
三
七
名
（
三
三
％
）、

「
い
い
え
」
が
四
名
（
四
％
）
と
い
う
結
果
と
な
り
、
ワ
ー
ク
ブ
ッ
ク
に
つ
い
て
多
く
の

資料⑦観察結果の発表会で報告する班代表の学生（撮影：筆者小川）
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学
生
が
役
に
立
っ
た
と
感
じ
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
た
。
ま
た
、「
ワ
ー
ク
ブ
ッ
ク
の
内
容
に
つ
い
て
、
役
に
立
っ
た
こ
と
、
興
味

を
も
っ
た
こ
と
を
書
い
て
く
だ
さ
い
。」
と
の
設
問
に
対
し
て
は
以
下
の
よ
う
な
コ
メ
ン
ト
が
み
ら
れ
た
。

「
ね
ら
い
、
目
標
を
明
確
に
持
っ
て
見
に
行
か
な
い
と
、
何
の
た
め
に
行
く
の
か
が
不
透
明
に
な
っ
て
し
ま
う
の
で
と
て
も
役
に

立
っ
た
。」「
最
初
に
ど
の
よ
う
な
所
を
見
て
み
た
い
か
を
決
め
て
か
ら
見
に
行
っ
た
の
で
よ
り
楽
し
め
ま
し
た
。」「
最
初
に
読
ん
で
、

あ
る
程
度
、
理
解
し
た
上
で
み
る
と
さ
ら
に
興
味
を
惹
か
れ
ま
し
た
。」「
ワ
ー
ク
ブ
ッ
ク
の
お
か
げ
で
さ
ら
に
楽
し
く
見
る
こ
と
が
で

き
て
よ
か
っ
た
。」「
ワ
ー
ク
ブ
ッ
ク
の
内
容
と
照
ら
し
合
わ
せ
な
が
ら
見
る
こ
と
で
、
史
跡
の
特
徴
を
掴
む
こ
と
が
で
き
た
。」

「
実
際
に
そ
の
地
に
訪
れ
る
前
に
ワ
ー
ク
ブ
ッ
ク
の
学
び
が
あ
っ
た
か
ら
よ
り
詳
し
く
よ
り
深
く
学
べ
た
と
思
い
ま
す
。」「
史
跡
の

歴
史
や
成
り
立
ち
に
つ
い
て
、
そ
の
概
要
が
書
か
れ
て
い
た
の
で
、
事
前
学
習
の
良
い
手
助
け
に
な
っ
た
。
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
が
貼
ら
れ
て

い
た
の
が
特
に
よ
か
っ
た
。」「
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
が
貼
っ
て
あ
っ
た
の
で
、
よ
り
詳
し
い
説
明
が
書
い
て
あ
っ
て
分
か
り
や
す
か
っ
た
。」

「
ワ
ー
ク
ブ
ッ
ク
が
細
か
く
作
ら
れ
て
い
て
、
す
ご
く
た
め
に
な
り
ま
し
た
。
地
図
が
見
や
す
か
っ
た
で
す
。」「
注
目
ポ
イ
ン
ト
を
書

い
て
く
れ
た
の
で
、
着
眼
点
が
絞
り
や
す
く
、
観
察
の
時
に
役
に
立
っ
た
。」「
地
図
が
見
や
す
い
。
各
場
所
の
見
ど
こ
ろ
が
記
さ
れ
て

い
て
何
を
見
る
の
か
迷
っ
た
と
き
に
助
か
っ
た
。」「
地
図
に
絵
が
あ
り
、
分
か
り
や
す
か
っ
た
。」「
見
学
す
る
ポ
イ
ン
ト
が
書
い
て

あ
っ
た
の
で
初
め
て
き
た
と
こ
ろ
で
も
見
ど
こ
ろ
が
す
ぐ
わ
か
っ
た
。」

「
写
真
が
カ
ラ
ー
だ
っ
た
の
で
直
接
行
っ
た
時
に
イ
メ
ー
ジ
が
湧
き
や
す
い
。」「
寺
社
や
施
設
の
歴
史
や
概
要
な
ど
が
簡
潔
に
ま
と

め
ら
れ
て
い
て
、
読
み
や
す
か
っ
た
。」「
解
説
が
と
て
も
分
か
り
や
す
く
、
教
科
書
に
似
た
構
成
で
読
み
や
す
か
っ
た
で
す
。」「
分
か

り
や
す
く
ま
と
め
て
あ
っ
て
、
そ
れ
を
実
際
に
自
分
の
目
で
見
る
こ
と
で
身
に
つ
い
た
と
思
い
ま
す
。」

「
写
真
と
共
に
説
明
さ
れ
て
い
た
の
で
事
前
学
習
が
と
て
も
進
ん
だ
。
ま
た
年
代
が
細
か
く
書
か
れ
て
い
た
の
で
、
時
代
区
別
が
つ

き
や
す
か
っ
た
。」「
史
跡
に
つ
い
て
の
概
要
が
ま
と
め
ら
れ
て
い
た
た
め
、
あ
る
程
度
の
知
識
を
持
っ
て
史
跡
見
学
が
で
き
て
役
に

加
え
た
り
し
て
い
て
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。」

「
仲
間
と
の
意
見
交
換
や
発
表
会
は
、
自
身
と
仲
間
と
の
気
付
き
・
考
察
か
ら
新
た
な

考
え
方
や
知
識
を
得
る
機
会
と
な
り
、
よ
り
深
い
学
習
が
で
き
た
と
実
感
し
て
い
ま
す
。」

「
は
じ
め
は
ど
の
よ
う
に
行
動
し
て
い
い
の
か
わ
か
ら
ず
、
班
の
代
表
に
も
な
り
非
常
に

焦
っ
た
が
、
先
生
や
先
輩
の
助
言
や
同
じ
班
の
友
人
の
協
力
の
お
か
げ
で
、
う
ま
く
ま
と

め
る
こ
と
が
で
き
た
。
自
分
ひ
と
り
の
考
え
だ
と
深
堀
り
で
き
な
か
っ
た
が
、
数
人
の
仲

間
の
意
見
を
う
ま
く
ま
と
め
る
こ
と
で
よ
り
良
い
内
容
の
考
察
が
で
き
た
こ
と
か
ら
、
話

し
合
い
や
、
考
え
の
共
有
の
大
事
さ
を
改
め
て
感
じ
た
。」

以
上
の
内
容
を
見
る
と
、
班
内
で
の
観
察
結
果
の
ま
と
め
作
業
や
各
班
の
代
表
者
に
よ

る
発
表
会
で
他
の
班
の
意
見
を
聞
い
た
こ
と
に
よ
り
、
自
分
だ
け
で
は
気
づ
か
な
い
こ
と

を
知
る
こ
と
が
で
き
て
勉
強
に
な
っ
た
と
の
意
見
が
多
く
見
ら
れ
、
観
察
結
果
の
ま
と
め

作
業
や
発
表
会
が
、
多
面
的
か
つ
柔
軟
に
物
事
を
考
え
る
力
を
養
う
た
め
の
有
効
な
作
業

と
な
っ
て
い
る
こ
と
、
ま
た
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
も
高
め
て
い
る
こ
と
が
分
か

り
、
見
学
後
の
意
見
交
換
会
の
重
要
性
が
確
認
で
き
る
（
資
料
⑦
）。

【
6
】
ワ
ー
ク
ブ
ッ
ク
は
役
に
立
ち
ま
し
た
か
？

こ
の
項
目
は
「
は
い
」
が
七
〇
名
（
六
三
％
）、「
ま
あ
ま
あ
」
が
三
七
名
（
三
三
％
）、

「
い
い
え
」
が
四
名
（
四
％
）
と
い
う
結
果
と
な
り
、
ワ
ー
ク
ブ
ッ
ク
に
つ
い
て
多
く
の

資料⑦観察結果の発表会で報告する班代表の学生（撮影：筆者小川）
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【
7
】
学
外
研
修
に
参
加
し
て
み
た
感
想
や
さ
ら
に
知
り
た
い
と
思
っ
た
こ
と
な
ど
を
書
い
て
く
だ
さ
い
。

こ
の
項
目
で
は
、
史
跡
見
学
自
体
に
つ
い
て
以
下
の
よ
う
な
コ
メ
ン
ト
が
み
ら
れ
た
。「
今
回
の
学
外
研
修
で
は
、
寺
や
神
社
を
ま

わ
っ
て
直
に
歴
史
を
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。」「
机
に
向
か
っ
て
勉
強
す
る
の
と
、
実
際
に
そ
の
場
に
行
き
歴
史
に
触
れ
る
の
で
は
全
く

違
っ
た
の
で
と
て
も
良
い
機
会
に
な
り
ま
し
た
。
今
後
も
興
味
を
も
っ
た
歴
史
上
の
人
物
の
ゆ
か
り
の
地
に
行
っ
て
み
た
い
と
思
い
ま

す
。」「
今
回
の
研
修
で
、
生
の
資
料
を
見
る
こ
と
に
よ
っ
て
得
ら
れ
た
経
験
は
写
真
な
ど
か
ら
で
は
得
ら
れ
な
い
も
の
で
あ
る
と
感
じ

ま
し
た
。」「
自
分
の
足
で
実
際
に
歩
い
て
そ
の
場
に
赴
く
こ
と
で
当
時
の
人
の
気
持
ち
が
わ
か
っ
た
り
し
ま
し
た
。
当
時
の
人
の
生
活

風
景
な
ど
も
想
像
し
た
り
し
て
と
て
も
楽
し
か
っ
た
で
す
。」

「
は
じ
め
は
何
を
知
る
こ
と
が
で
き
て
、
自
分
が
そ
れ
に
つ
い
て
疑
問
を
持
て
る
の
か
不
安
だ
っ
た
が
、
特
に
代
官
屋
敷
に
行
っ
て

解
説
を
聞
く
こ
と
で
興
味
を
持
て
ま
し
た
。」「
こ
う
い
う
機
会
が
な
い
と
、
な
か
な
か
行
か
な
い
場
所
ば
か
り
だ
っ
た
の
で
、
自
分
が

通
っ
て
い
る
大
学
の
周
り
の
歴
史
を
知
る
こ
と
が
出
来
て
よ
か
っ
た
。」「
関
連
性
の
あ
る
資
料
や
寺
社
を
連
続
し
て
見
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
こ
の
地
域
の
た
ど
っ
て
き
た
歴
史
を
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。」

「
な
か
な
か
あ
あ
い
っ
た
歴
史
的
な
建
造
物
や
資
料
に
つ
い
て
見
る
機
会
が
な
か
っ
た
の
で
新
鮮
だ
っ
た
。」「
実
際
に
使
っ
て
い
た

家
な
ど
に
入
る
こ
と
が
出
来
た
の
で
、
時
が
戻
っ
た
よ
う
な
感
覚
に
な
っ
た
。
写
真
で
は
味
わ
え
な
い
歴
史
の
壮
大
さ
が
感
じ
ら
れ

た
。」「
普
段
は
上
が
れ
な
い
代
官
屋
敷
の
内
部
に
上
が
る
こ
と
が
で
き
、
一
人
で
は
体
験
で
き
な
い
こ
と
を
経
験
す
る
こ
と
が
で
き
た

の
で
、
参
加
し
て
よ
か
っ
た
と
感
じ
た
。」

以
上
の
内
容
を
見
る
と
、
史
跡
に
直
に
触
れ
る
こ
と
が
学
生
に
歴
史
を
身
近
に
感
じ
さ
せ
、
歴
史
や
史
跡
に
対
す
る
興
味
を
喚
起
し

て
い
る
こ
と
が
改
め
て
確
認
で
き
る
。
ま
た
、
こ
う
し
た
コ
メ
ン
ト
も
見
ら
れ
た
。「
歴
史
を
学
ぶ
に
は
も
っ
と
遠
い
と
こ
ろ
に
行
く

な
ど
を
し
な
い
と
学
べ
な
い
と
思
っ
て
い
た
け
れ
ど
、
こ
ん
な
に
身
近
に
も
歴
史
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
場
所
が
あ
り
新
た
な
発
見
に

立
っ
た
。」「
事
前
に
行
く
場
所
の
こ
と
を
知
る
こ
と
が
出
来
て
良
か
っ
た
。
全
て
の
ス
ポ
ッ
ト
の
注
目
ポ
イ
ン
ト
が
書
い
て
あ
っ
た
の

で
回
っ
て
い
る
時
の
参
考
に
な
り
ま
し
た
。」

「
ワ
ー
ク
ブ
ッ
ク
に
は
周
る
場
所
が
写
真
付
き
で
載
っ
て
い
る
の
で
、
観
察
す
べ
き
ポ
イ
ン
ト
が
分
か
り
や
す
く
、
課
題
を
ま
と
め

る
際
に
も
役
に
立
っ
た
。」「
事
前
に
単
語
の
意
味
な
ど
が
書
い
て
あ
る
た
め
よ
か
っ
た
。」「
注
目
ポ
イ
ン
ト
を
読
ん
だ
こ
と
で
い
つ
も

な
ら
見
な
い
と
こ
ろ
に
目
を
向
け
ら
れ
た
。」「
今
回
行
っ
た
場
所
に
つ
い
て
と
て
も
詳
し
く
書
か
れ
て
い
た
の
で
事
前
学
習
を
行
う
上

で
ど
ん
な
場
所
な
の
か
を
知
る
こ
と
が
で
き
て
、
あ
！
こ
の
こ
と
か
な
ど
の
発
見
に
つ
な
が
っ
た
の
で
楽
し
か
っ
た
。」

「
松
陰
神
社
や
代
官
屋
敷
の
特
徴
が
詳
し
く
書
か
れ
て
い
て
、
調
べ
る
前
に
多
く
の
知
識
を
身
に
つ
け
ら
れ
た
。
ま
た
、
現
地
で
調

べ
る
時
に
、
補
足
で
見
る
こ
と
が
で
き
た
。」「
ボ
ロ
市
な
ど
の
知
ら
な
い
単
語
に
つ
い
て
説
明
さ
れ
て
い
て
助
か
り
ま
し
た
。」「
自
分

の
思
っ
た
こ
と
を
書
き
込
む
こ
と
で
忘
れ
て
も
メ
モ
を
見
て
思
い
出
せ
る
の
が
よ
い
と
思
い
ま
し
た
。」

「
学
ん
だ
こ
と
を
書
く
こ
と
で
よ
り
頭
に
入
り
勉
強
に
な
る
と
思
っ
た
。そ
れ
と
同
時
に
新
た
な
疑
問
点
も
で
て
き
て
楽
し
か
っ
た
。」

「
何
か
を
学
ぶ
時
に
特
に
重
要
な
こ
と
が
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
さ
れ
て
い
る
の
で
、
よ
り
効
率
的
に
学
習
で
き
た
。」「
事
前
に
何
を
調
べ
れ

ば
よ
い
の
か
が
わ
か
っ
た
こ
と
で
す
。」「
世
田
谷
城
阯
公
園
の
存
在
を
こ
の
ワ
ー
ク
ブ
ッ
ク
を
通
し
て
初
め
て
知
っ
た
の
で
、
訪
れ
て

み
た
い
と
思
っ
た
。」

以
上
の
内
容
か
ら
、
ワ
ー
ク
ブ
ッ
ク
の
「
学
外
研
修
の
目
的
の
説
明
文
」
や
「
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
」「
カ
ラ
ー
写
真
の
つ
い
た
各
史
跡
の

説
明
文
」「
観
察
す
る
際
の
注
目
ポ
イ
ン
ト
」「
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
の
記
入
欄
」「
絵
入
り
の
散
策
マ
ッ
プ
」
が
そ
れ
ぞ
れ
史
跡
に
対
す
る

観
察
力
や
好
奇
心
の
向
上
に
役
立
っ
て
い
る
こ
と
が
具
体
的
に
確
認
で
き
る
。
ま
た
、
世
田
谷
城
阯
公
園
な
ど
今
回
見
学
し
な
か
っ
た

周
辺
史
跡
に
つ
い
て
も
写
真
入
り
で
説
明
文
を
記
載
し
た
が
、
そ
う
し
た
情
報
も
学
生
の
さ
ら
な
る
好
奇
心
を
高
め
る
手
助
け
に
な
っ

て
い
る
こ
と
が
窺
え
る
。
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て
確
認
で
き
る
。

ま
た
、
国
士
舘
大
学
と
史
跡
の
関
係
性
に
つ
い
て
も
以
下
の
よ
う
な
コ
メ
ン
ト
が
あ
っ
た
。「
国
士
舘
大
学
周
辺
に
は
歴
史
的
価
値

の
高
い
も
の
が
多
く
存
在
し
て
い
た
こ
と
に
驚
い
た
。
ま
た
そ
の
歴
史
が
国
士
舘
大
学
の
創
立
に
も
深
く
関
係
が
あ
る
点
が
多
々
あ

り
、
今
後
よ
り
深
く
調
べ
て
み
た
い
と
思
っ
た
。」「
国
士
舘
大
学
の
周
り
に
は
豪
徳
寺
や
松
陰
神
社
を
は
じ
め
と
す
る
多
く
の
史
跡
が

あ
り
歴
史
を
研
究
す
る
上
で
非
常
に
恵
ま
れ
た
土
地
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。」

「
大
学
に
入
学
し
て
か
ら
二
か
月
く
ら
い
た
つ
が
、
世
田
谷
区
の
史
跡
を
、
特
に
世
田
谷
線
の
方
面
は
初
め
て
回
る
場
所
が
ほ
と
ん

ど
だ
っ
た
の
で
、
世
田
谷
を
少
し
で
も
知
る
の
に
い
い
機
会
と
な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
幕
末
の
史
跡
が
学
校
の
近
く
に
こ
ん
な
に
も

あ
る
の
だ
と
い
う
こ
と
も
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。」「
国
士
舘
大
学
に
も
様
々
な
歴
史
が
あ
っ
て
歴
史
上
の
重
要
人
物
も
国
士

舘
大
学
の
創
立
に
か
か
わ
っ
て
影
響
を
与
え
て
い
る
の
に
驚
い
た
。」「
国
士
舘
大
学
と
周
辺
地
域
の
関
わ
り
に
つ
い
て
詳
し
く
学
び
た

い
と
感
じ
ま
し
た
。」

以
上
の
内
容
を
見
る
と
、
大
学
と
周
辺
史
跡
の
関
係
性
に
つ
い
て
史
跡
を
め
ぐ
り
な
が
ら
学
ぶ
と
い
う
作
業
が
国
士
舘
大
学
や
そ
の

周
辺
地
域
の
歴
史
へ
の
理
解
や
関
心
を
高
め
て
い
る
こ
と
も
分
か
り
、
初
年
次
教
育
で
の
有
用
性
が
窺
え
る
。
さ
ら
に
、
班
内
で
の
グ

ル
ー
プ
ワ
ー
ク
に
つ
い
て
も
以
下
の
よ
う
な
コ
メ
ン
ト
が
み
ら
れ
た
。

「
班
の
み
ん
な
と
仲
良
く
な
る
こ
と
が
で
き
て
よ
か
っ
た
。」「
同
じ
班
の
友
人
と
の
交
流
を
増
や
す
こ
と
も
で
き
ま
し
た
。」「
今
ま

で
話
し
た
こ
と
の
な
い
人
た
ち
と
話
す
こ
と
が
で
き
る
い
い
機
会
で
し
た
。」「
友
達
と
の
仲
も
深
ま
っ
て
す
ご
く
い
い
経
験
に
な
り
ま

し
た
。」「
最
初
は
班
の
人
と
全
然
話
せ
な
か
っ
た
が
学
外
研
修
の
お
か
げ
で
仲
良
く
な
り
協
力
で
き
た
。」「
あ
ま
り
喋
ら
な
い
人
と
の

交
流
も
図
れ
て
有
意
義
な
時
間
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。」「
班
員
と
初
め
て
話
す
機
会
に
な
っ
て
色
々
な
人
と
話
す
こ
と
が
出

来
て
、
友
達
が
増
え
て
楽
し
か
っ
た
で
す
。」「
同
じ
班
の
仲
間
と
交
流
で
き
た
こ
と
が
よ
か
っ
た
で
す
。
六
班
の
発
表
を
務
め
、
緊
張

な
っ
た
。
こ
れ
か
ら
自
分
の
住
ん
で
い
る
町
の
周
り
に
も
歴
史
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
場
所
が
あ
る
か
探
し
て
み
よ
う
と
思
っ
た
。」

「
今
回
は
国
士
舘
に
関
連
し
た
場
所
を
巡
っ
た
わ
け
で
す
が
、
他
に
も
歴
史
的
文
化
財
や
寺
院
な
ど
国
士
舘
関
係
の
有
無
に
関
わ
ら
ず

見
て
み
た
い
と
思
い
ま
し
た
。」「
実
際
に
見
た
り
触
れ
た
り
す
る
こ
と
で
記
憶
に
も
残
る
し
、
新
し
い
発
見
が
出
来
た
こ
と
が
い
い
経

験
だ
っ
た
。
他
の
寺
や
神
社
も
散
策
し
て
み
た
い
。」「
修
復
を
し
た
と
は
い
え
江
戸
時
代
の
建
物
が
綺
麗
に
残
っ
て
い
た
の
は
す
ご
い

と
思
っ
た
。
今
日
回
っ
た
と
こ
ろ
だ
け
で
は
な
く
、
も
っ
と
沢
山
の
歴
史
あ
る
建
物
を
見
て
み
た
い
と
思
っ
た
。」

「
他
の
お
寺
な
ど
も
散
策
し
て
も
っ
と
歴
史
に
つ
い
て
深
く
知
り
た
い
と
思
っ
た
。」「
他
の
歴
史
的
建
造
物
を
見
る
研
修
会
な
ど
に

も
参
加
し
た
い
で
す
。」「
今
回
回
っ
た
こ
と
で
自
分
の
身
の
回
り
に
あ
る
も
の
に
つ
い
て
も
調
べ
た
い
と
思
い
ま
し
た
。」「
歴
史
的
な

建
物
の
造
形
を
見
る
こ
と
が
好
き
だ
と
言
う
こ
と
に
気
づ
い
た
た
め
も
っ
と
さ
ま
ざ
ま
な
建
物
を
見
た
い
。」

こ
う
し
た
コ
メ
ン
ト
か
ら
、
今
回
の
学
外
研
修
を
通
じ
て
史
跡
見
学
の
有
用
性
を
学
生
が
理
解
し
て
史
跡
見
学
に
興
味
を
持
ち
始
め

て
い
る
こ
と
が
分
か
り
、
史
跡
に
も
と
も
と
あ
ま
り
興
味
が
な
い
学
生
に
今
回
の
よ
う
な
内
容
の
学
外
研
修
が
有
用
で
あ
る
こ
と
が
確

認
で
き
る
。
さ
ら
に
こ
の
よ
う
な
コ
メ
ン
ト
も
み
ら
れ
た
。

「
も
っ
と
注
意
深
く
物
事
を
見
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
思
い
ま
し
た
。
た
だ
見
る
だ
け
で
な
く
考
え
な
が
ら
見
る
事
が
大
事
だ
と
思

い
ま
し
た
。」「
代
官
な
ど
の
偉
い
人
と
、
庶
民
と
の
生
活
の
差
が
あ
る
の
か
、
ま
た
ど
ん
な
違
い
が
あ
っ
た
の
か
を
知
り
た
い
と
思
っ

た
。」「
江
戸
や
明
治
に
さ
ら
に
興
味
を
持
っ
た
の
で
深
く
知
り
た
い
と
思
っ
た
。」「
あ
ら
た
に
疑
問
点
が
い
く
つ
か
出
て
き
た
た
め
、

そ
れ
に
つ
い
て
自
分
で
調
べ
た
り
、
先
生
に
聞
い
た
り
し
て
さ
ら
に
知
識
を
増
や
し
て
い
き
た
い
。」「
昔
の
家
の
作
り
や
そ
の
作
り
に

し
た
理
由
に
つ
い
て
さ
ら
に
知
り
た
い
と
思
っ
た
。」「
歴
史
に
対
し
て
も
っ
と
人
間
関
係
的
な
と
こ
ろ
も
こ
れ
か
ら
は
見
て
行
こ
う
と

思
い
ま
し
た
。」
以
上
の
内
容
を
見
る
と
、
ワ
ー
ク
ブ
ッ
ク
や
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
で
「
考
え
な
が
ら
観
察
す
る
」
こ
と
の
重
要
性
を
理

解
す
る
学
生
も
い
る
こ
と
が
分
か
り
、
ワ
ー
ク
ブ
ッ
ク
や
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
、
学
芸
員
の
解
説
を
用
い
た
史
跡
見
学
の
重
要
性
が
改
め

01_02_jinbo-ogawa.indd   84-8501_02_jinbo-ogawa.indd   84-85 2023/02/21   13:53:122023/02/21   13:53:12



学外研修「吉田松陰・国士舘と彦根藩主井伊家ゆかりの地をめぐる散策」の教育的効果について

85 84

て
確
認
で
き
る
。

ま
た
、
国
士
舘
大
学
と
史
跡
の
関
係
性
に
つ
い
て
も
以
下
の
よ
う
な
コ
メ
ン
ト
が
あ
っ
た
。「
国
士
舘
大
学
周
辺
に
は
歴
史
的
価
値

の
高
い
も
の
が
多
く
存
在
し
て
い
た
こ
と
に
驚
い
た
。
ま
た
そ
の
歴
史
が
国
士
舘
大
学
の
創
立
に
も
深
く
関
係
が
あ
る
点
が
多
々
あ

り
、
今
後
よ
り
深
く
調
べ
て
み
た
い
と
思
っ
た
。」「
国
士
舘
大
学
の
周
り
に
は
豪
徳
寺
や
松
陰
神
社
を
は
じ
め
と
す
る
多
く
の
史
跡
が

あ
り
歴
史
を
研
究
す
る
上
で
非
常
に
恵
ま
れ
た
土
地
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。」

「
大
学
に
入
学
し
て
か
ら
二
か
月
く
ら
い
た
つ
が
、
世
田
谷
区
の
史
跡
を
、
特
に
世
田
谷
線
の
方
面
は
初
め
て
回
る
場
所
が
ほ
と
ん

ど
だ
っ
た
の
で
、
世
田
谷
を
少
し
で
も
知
る
の
に
い
い
機
会
と
な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
幕
末
の
史
跡
が
学
校
の
近
く
に
こ
ん
な
に
も

あ
る
の
だ
と
い
う
こ
と
も
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。」「
国
士
舘
大
学
に
も
様
々
な
歴
史
が
あ
っ
て
歴
史
上
の
重
要
人
物
も
国
士

舘
大
学
の
創
立
に
か
か
わ
っ
て
影
響
を
与
え
て
い
る
の
に
驚
い
た
。」「
国
士
舘
大
学
と
周
辺
地
域
の
関
わ
り
に
つ
い
て
詳
し
く
学
び
た

い
と
感
じ
ま
し
た
。」

以
上
の
内
容
を
見
る
と
、
大
学
と
周
辺
史
跡
の
関
係
性
に
つ
い
て
史
跡
を
め
ぐ
り
な
が
ら
学
ぶ
と
い
う
作
業
が
国
士
舘
大
学
や
そ
の

周
辺
地
域
の
歴
史
へ
の
理
解
や
関
心
を
高
め
て
い
る
こ
と
も
分
か
り
、
初
年
次
教
育
で
の
有
用
性
が
窺
え
る
。
さ
ら
に
、
班
内
で
の
グ

ル
ー
プ
ワ
ー
ク
に
つ
い
て
も
以
下
の
よ
う
な
コ
メ
ン
ト
が
み
ら
れ
た
。

「
班
の
み
ん
な
と
仲
良
く
な
る
こ
と
が
で
き
て
よ
か
っ
た
。」「
同
じ
班
の
友
人
と
の
交
流
を
増
や
す
こ
と
も
で
き
ま
し
た
。」「
今
ま

で
話
し
た
こ
と
の
な
い
人
た
ち
と
話
す
こ
と
が
で
き
る
い
い
機
会
で
し
た
。」「
友
達
と
の
仲
も
深
ま
っ
て
す
ご
く
い
い
経
験
に
な
り
ま

し
た
。」「
最
初
は
班
の
人
と
全
然
話
せ
な
か
っ
た
が
学
外
研
修
の
お
か
げ
で
仲
良
く
な
り
協
力
で
き
た
。」「
あ
ま
り
喋
ら
な
い
人
と
の

交
流
も
図
れ
て
有
意
義
な
時
間
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。」「
班
員
と
初
め
て
話
す
機
会
に
な
っ
て
色
々
な
人
と
話
す
こ
と
が
出

来
て
、
友
達
が
増
え
て
楽
し
か
っ
た
で
す
。」「
同
じ
班
の
仲
間
と
交
流
で
き
た
こ
と
が
よ
か
っ
た
で
す
。
六
班
の
発
表
を
務
め
、
緊
張

な
っ
た
。
こ
れ
か
ら
自
分
の
住
ん
で
い
る
町
の
周
り
に
も
歴
史
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
場
所
が
あ
る
か
探
し
て
み
よ
う
と
思
っ
た
。」

「
今
回
は
国
士
舘
に
関
連
し
た
場
所
を
巡
っ
た
わ
け
で
す
が
、
他
に
も
歴
史
的
文
化
財
や
寺
院
な
ど
国
士
舘
関
係
の
有
無
に
関
わ
ら
ず

見
て
み
た
い
と
思
い
ま
し
た
。」「
実
際
に
見
た
り
触
れ
た
り
す
る
こ
と
で
記
憶
に
も
残
る
し
、
新
し
い
発
見
が
出
来
た
こ
と
が
い
い
経

験
だ
っ
た
。
他
の
寺
や
神
社
も
散
策
し
て
み
た
い
。」「
修
復
を
し
た
と
は
い
え
江
戸
時
代
の
建
物
が
綺
麗
に
残
っ
て
い
た
の
は
す
ご
い

と
思
っ
た
。
今
日
回
っ
た
と
こ
ろ
だ
け
で
は
な
く
、
も
っ
と
沢
山
の
歴
史
あ
る
建
物
を
見
て
み
た
い
と
思
っ
た
。」

「
他
の
お
寺
な
ど
も
散
策
し
て
も
っ
と
歴
史
に
つ
い
て
深
く
知
り
た
い
と
思
っ
た
。」「
他
の
歴
史
的
建
造
物
を
見
る
研
修
会
な
ど
に

も
参
加
し
た
い
で
す
。」「
今
回
回
っ
た
こ
と
で
自
分
の
身
の
回
り
に
あ
る
も
の
に
つ
い
て
も
調
べ
た
い
と
思
い
ま
し
た
。」「
歴
史
的
な

建
物
の
造
形
を
見
る
こ
と
が
好
き
だ
と
言
う
こ
と
に
気
づ
い
た
た
め
も
っ
と
さ
ま
ざ
ま
な
建
物
を
見
た
い
。」

こ
う
し
た
コ
メ
ン
ト
か
ら
、
今
回
の
学
外
研
修
を
通
じ
て
史
跡
見
学
の
有
用
性
を
学
生
が
理
解
し
て
史
跡
見
学
に
興
味
を
持
ち
始
め

て
い
る
こ
と
が
分
か
り
、
史
跡
に
も
と
も
と
あ
ま
り
興
味
が
な
い
学
生
に
今
回
の
よ
う
な
内
容
の
学
外
研
修
が
有
用
で
あ
る
こ
と
が
確

認
で
き
る
。
さ
ら
に
こ
の
よ
う
な
コ
メ
ン
ト
も
み
ら
れ
た
。

「
も
っ
と
注
意
深
く
物
事
を
見
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
思
い
ま
し
た
。
た
だ
見
る
だ
け
で
な
く
考
え
な
が
ら
見
る
事
が
大
事
だ
と
思

い
ま
し
た
。」「
代
官
な
ど
の
偉
い
人
と
、
庶
民
と
の
生
活
の
差
が
あ
る
の
か
、
ま
た
ど
ん
な
違
い
が
あ
っ
た
の
か
を
知
り
た
い
と
思
っ

た
。」「
江
戸
や
明
治
に
さ
ら
に
興
味
を
持
っ
た
の
で
深
く
知
り
た
い
と
思
っ
た
。」「
あ
ら
た
に
疑
問
点
が
い
く
つ
か
出
て
き
た
た
め
、

そ
れ
に
つ
い
て
自
分
で
調
べ
た
り
、
先
生
に
聞
い
た
り
し
て
さ
ら
に
知
識
を
増
や
し
て
い
き
た
い
。」「
昔
の
家
の
作
り
や
そ
の
作
り
に

し
た
理
由
に
つ
い
て
さ
ら
に
知
り
た
い
と
思
っ
た
。」「
歴
史
に
対
し
て
も
っ
と
人
間
関
係
的
な
と
こ
ろ
も
こ
れ
か
ら
は
見
て
行
こ
う
と

思
い
ま
し
た
。」
以
上
の
内
容
を
見
る
と
、
ワ
ー
ク
ブ
ッ
ク
や
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
で
「
考
え
な
が
ら
観
察
す
る
」
こ
と
の
重
要
性
を
理

解
す
る
学
生
も
い
る
こ
と
が
分
か
り
、
ワ
ー
ク
ブ
ッ
ク
や
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
、
学
芸
員
の
解
説
を
用
い
た
史
跡
見
学
の
重
要
性
が
改
め
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生
が
役
に
立
っ
た
と
回
答
し
、
学
生
の
コ
メ
ン
ト
か
ら
、
史
料
に
も
基
づ
い
て
建
物
の
特
徴
や
そ
の
時
代
的
背
景
に
つ
い
て
分
か
り
や

す
く
丁
寧
に
説
明
す
る
語
り
口
が
効
果
を
生
ん
で
い
る
こ
と
が
分
か
り
、
ワ
ー
ク
ブ
ッ
ク
の
使
用
に
加
え
て
、
そ
の
史
跡
に
造
詣
が
あ

る
学
芸
員
に
よ
る
実
物
を
前
に
し
た
解
説
が
歴
史
を
身
近
に
感
じ
さ
せ
、
好
奇
心
を
高
め
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
た
。

ま
た
、
今
回
重
点
的
に
試
み
た
事
前
学
習
と
ワ
ー
ク
ブ
ッ
ク
の
活
用
に
つ
い
て
は
、
事
前
学
習
に
よ
り
基
礎
知
識
を
学
び
、
さ
ら
に

ワ
ー
ク
ブ
ッ
ク
に
注
目
ポ
イ
ン
ト
を
記
載
し
た
こ
と
に
よ
り
、
観
察
が
効
果
的
に
進
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
た
。
ま
た
、
世

田
谷
デ
ジ
タ
ル
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
や
史
跡
の
カ
ラ
ー
写
真
、
絵
入
の
散
策
マ
ッ
プ
も
一
定
の
効
果
を
生
ん
で
い
る
こ
と
が

窺
え
た
。
単
に
史
跡
の
解
説
と
コ
メ
ン
ト
・
メ
モ
の
記
入
欄
を
掲
載
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
よ
り
教
育
的
効
果
を
上
げ
る
た
め
に
は
や

は
り
こ
う
し
た
細
や
か
な
工
夫
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

さ
ら
に
、
班
ご
と
で
の
散
策
や
観
察
結
果
の
ま
と
め
作
業
、
そ
し
て
各
班
の
代
表
者
に
よ
る
発
表
会
と
い
う
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
に
つ

い
て
は
、「
自
分
だ
け
で
は
気
づ
か
な
い
こ
と
を
知
る
こ
と
が
で
き
た
」「
今
ま
で
の
話
し
た
こ
と
が
な
い
人
た
ち
と
話
す
こ
と
が
で
き

た
」
と
い
っ
た
感
想
が
見
ら
れ
、
視
野
を
広
げ
、
学
生
同
士
の
親
和
性
を
高
め
る
作
業
と
し
て
大
き
な
効
果
を
生
ん
で
い
る
こ
と
が
確

認
で
き
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
あ
ま
り
歴
史
学
に
関
心
が
な
い
学
生
が
、
学
習
意
欲
が
高
い
学
生
と
上
手
く
交
流
を
進
め
、
歴
史
学
に

対
す
る
興
味
を
高
め
る
た
め
に
は
、
学
外
研
修
で
単
に
レ
ポ
ー
ト
な
ど
を
書
か
せ
る
だ
け
で
は
な
く
、
ま
と
め
の
作
業
と
し
て
発
表
会

な
ど
の
意
見
交
換
会
を
導
入
す
る
こ
と
が
極
め
て
重
要
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

な
お
、
当
日
欠
席
し
た
学
生
に
は
対
し
て
行
っ
た
オ
ン
ラ
イ
ン
学
習
に
つ
い
て
は
一
五
名
の
欠
席
者
が
受
講
し
、「
今
回
の
学
外
研

修
の
内
容
が
知
識
刺
激
（
勉
学
上
の
刺
激
）
に
な
り
ま
し
た
か
？
」
と
の
ア
ン
ケ
ー
ト
に
対
し
て
、「
は
い
」
は
九
名
、「
ま
あ
ま
あ
」

が
五
名
、「
い
い
え
」
が
〇
名
、
無
回
答
が
一
名
と
な
り
、
感
想
で
も
「
歴
史
あ
る
建
造
物
に
つ
い
て
学
ん
だ
こ
と
で
他
の
歴
史
あ
る

建
造
物
に
つ
い
て
も
学
び
た
い
と
思
い
ま
し
た
。
今
回
は
直
接
見
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
時
間
が
あ
る
時
に
見
に
行
き
た

し
ま
し
た
が
い
い
経
験
に
な
り
ま
し
た
。」「
友
達
が
増
え
た
し
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
る
機
会
が
多
く
て
と
て
も
よ
か
っ
た
。」

「
班
の
中
で
友
達
が
た
く
さ
ん
で
き
、
楽
し
く
散
策
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
良
か
っ
た
。」「
先
生
と
も
仲
良
く
な
れ
た
し
嬉
し
か
っ

た
。
日
本
史
を
も
っ
と
勉
強
し
て
楽
し
く
感
じ
る
よ
う
に
頑
張
り
た
い
と
思
っ
た
。」

こ
う
し
た
内
容
か
ら
、
班
単
位
で
の
見
学
や
グ
ル
ー
プ
内
で
の
意
見
交
換
と
い
っ
た
共
同
作
業
が
学
生
同
士
の
親
睦
を
深
め
、
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
を
向
上
さ
せ
、
作
業
自
体
を
有
意
義
な
も
の
に
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
、
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
の
教
育
上
の
重

要
性
が
改
め
て
確
認
で
き
る
。

お
わ
り
に

本
論
文
で
は
、
学
外
研
修
「
吉
田
松
陰
・
国
士
舘
と
彦
根
藩
主
井
伊
家
ゆ
か
り
の
地
を
め
ぐ
る
散
策
」
で
の
試
み
と
そ
の
教
育
的
効

果
に
つ
い
て
検
証
し
て
み
た
が
、
そ
の
内
容
を
ま
と
め
る
と
以
下
の
よ
う
に
な
る
。
ア
ン
ケ
ー
ト
で
の
学
生
の
回
答
を
見
る
と
、
今
回

の
研
修
の
内
容
は
多
く
の
学
生
に
と
っ
て
比
較
的
に
興
味
を
感
じ
、
歴
史
学
に
対
す
る
関
心
を
高
め
、
史
跡
に
対
す
る
観
察
眼
を
養
う

作
業
と
な
っ
て
い
る
こ
と
、
そ
し
て
史
跡
見
学
を
あ
ま
り
し
た
こ
と
が
な
い
学
生
に
史
跡
や
歴
史
へ
の
興
味
を
も
た
せ
る
効
果
が
あ
る

こ
と
が
確
認
で
き
た
。

ま
た
、
今
回
の
学
外
研
修
で
試
み
た
事
前
学
習
と
し
て
の
「
講
義
・
レ
ク
チ
ャ
ー
」
と
「
世
田
谷
デ
ジ
タ
ル
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
な
ど
を

使
っ
た
下
調
べ
作
業
」、
散
策
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
の
ワ
ー
ク
ブ
ッ
ク
の
記
入
作
業
、
世
田
谷
代
官
屋
敷
で
の
学
芸
員
の
解
説
、
事
後

学
習
と
し
て
の
「
各
班
の
観
察
結
果
の
発
表
会
」
と
い
う
一
連
の
作
業
が
一
定
の
効
果
を
生
ん
で
い
る
こ
と
も
確
認
で
き
た
。

特
に
今
回
世
田
谷
区
郷
土
資
料
館
の
協
力
に
よ
り
実
現
し
た
世
田
谷
代
官
屋
敷
で
の
学
芸
員
の
解
説
に
つ
い
て
は
、
八
割
近
く
の
学
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生
が
役
に
立
っ
た
と
回
答
し
、
学
生
の
コ
メ
ン
ト
か
ら
、
史
料
に
も
基
づ
い
て
建
物
の
特
徴
や
そ
の
時
代
的
背
景
に
つ
い
て
分
か
り
や

す
く
丁
寧
に
説
明
す
る
語
り
口
が
効
果
を
生
ん
で
い
る
こ
と
が
分
か
り
、
ワ
ー
ク
ブ
ッ
ク
の
使
用
に
加
え
て
、
そ
の
史
跡
に
造
詣
が
あ

る
学
芸
員
に
よ
る
実
物
を
前
に
し
た
解
説
が
歴
史
を
身
近
に
感
じ
さ
せ
、
好
奇
心
を
高
め
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
た
。

ま
た
、
今
回
重
点
的
に
試
み
た
事
前
学
習
と
ワ
ー
ク
ブ
ッ
ク
の
活
用
に
つ
い
て
は
、
事
前
学
習
に
よ
り
基
礎
知
識
を
学
び
、
さ
ら
に

ワ
ー
ク
ブ
ッ
ク
に
注
目
ポ
イ
ン
ト
を
記
載
し
た
こ
と
に
よ
り
、
観
察
が
効
果
的
に
進
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
た
。
ま
た
、
世

田
谷
デ
ジ
タ
ル
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
や
史
跡
の
カ
ラ
ー
写
真
、
絵
入
の
散
策
マ
ッ
プ
も
一
定
の
効
果
を
生
ん
で
い
る
こ
と
が

窺
え
た
。
単
に
史
跡
の
解
説
と
コ
メ
ン
ト
・
メ
モ
の
記
入
欄
を
掲
載
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
よ
り
教
育
的
効
果
を
上
げ
る
た
め
に
は
や

は
り
こ
う
し
た
細
や
か
な
工
夫
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

さ
ら
に
、
班
ご
と
で
の
散
策
や
観
察
結
果
の
ま
と
め
作
業
、
そ
し
て
各
班
の
代
表
者
に
よ
る
発
表
会
と
い
う
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
に
つ

い
て
は
、「
自
分
だ
け
で
は
気
づ
か
な
い
こ
と
を
知
る
こ
と
が
で
き
た
」「
今
ま
で
の
話
し
た
こ
と
が
な
い
人
た
ち
と
話
す
こ
と
が
で
き

た
」
と
い
っ
た
感
想
が
見
ら
れ
、
視
野
を
広
げ
、
学
生
同
士
の
親
和
性
を
高
め
る
作
業
と
し
て
大
き
な
効
果
を
生
ん
で
い
る
こ
と
が
確

認
で
き
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
あ
ま
り
歴
史
学
に
関
心
が
な
い
学
生
が
、
学
習
意
欲
が
高
い
学
生
と
上
手
く
交
流
を
進
め
、
歴
史
学
に

対
す
る
興
味
を
高
め
る
た
め
に
は
、
学
外
研
修
で
単
に
レ
ポ
ー
ト
な
ど
を
書
か
せ
る
だ
け
で
は
な
く
、
ま
と
め
の
作
業
と
し
て
発
表
会

な
ど
の
意
見
交
換
会
を
導
入
す
る
こ
と
が
極
め
て
重
要
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

な
お
、
当
日
欠
席
し
た
学
生
に
は
対
し
て
行
っ
た
オ
ン
ラ
イ
ン
学
習
に
つ
い
て
は
一
五
名
の
欠
席
者
が
受
講
し
、「
今
回
の
学
外
研

修
の
内
容
が
知
識
刺
激
（
勉
学
上
の
刺
激
）
に
な
り
ま
し
た
か
？
」
と
の
ア
ン
ケ
ー
ト
に
対
し
て
、「
は
い
」
は
九
名
、「
ま
あ
ま
あ
」

が
五
名
、「
い
い
え
」
が
〇
名
、
無
回
答
が
一
名
と
な
り
、
感
想
で
も
「
歴
史
あ
る
建
造
物
に
つ
い
て
学
ん
だ
こ
と
で
他
の
歴
史
あ
る

建
造
物
に
つ
い
て
も
学
び
た
い
と
思
い
ま
し
た
。
今
回
は
直
接
見
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
時
間
が
あ
る
時
に
見
に
行
き
た

し
ま
し
た
が
い
い
経
験
に
な
り
ま
し
た
。」「
友
達
が
増
え
た
し
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
る
機
会
が
多
く
て
と
て
も
よ
か
っ
た
。」

「
班
の
中
で
友
達
が
た
く
さ
ん
で
き
、
楽
し
く
散
策
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
良
か
っ
た
。」「
先
生
と
も
仲
良
く
な
れ
た
し
嬉
し
か
っ

た
。
日
本
史
を
も
っ
と
勉
強
し
て
楽
し
く
感
じ
る
よ
う
に
頑
張
り
た
い
と
思
っ
た
。」

こ
う
し
た
内
容
か
ら
、
班
単
位
で
の
見
学
や
グ
ル
ー
プ
内
で
の
意
見
交
換
と
い
っ
た
共
同
作
業
が
学
生
同
士
の
親
睦
を
深
め
、
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
を
向
上
さ
せ
、
作
業
自
体
を
有
意
義
な
も
の
に
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
、
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
の
教
育
上
の
重

要
性
が
改
め
て
確
認
で
き
る
。

お
わ
り
に

本
論
文
で
は
、
学
外
研
修
「
吉
田
松
陰
・
国
士
舘
と
彦
根
藩
主
井
伊
家
ゆ
か
り
の
地
を
め
ぐ
る
散
策
」
で
の
試
み
と
そ
の
教
育
的
効

果
に
つ
い
て
検
証
し
て
み
た
が
、
そ
の
内
容
を
ま
と
め
る
と
以
下
の
よ
う
に
な
る
。
ア
ン
ケ
ー
ト
で
の
学
生
の
回
答
を
見
る
と
、
今
回

の
研
修
の
内
容
は
多
く
の
学
生
に
と
っ
て
比
較
的
に
興
味
を
感
じ
、
歴
史
学
に
対
す
る
関
心
を
高
め
、
史
跡
に
対
す
る
観
察
眼
を
養
う

作
業
と
な
っ
て
い
る
こ
と
、
そ
し
て
史
跡
見
学
を
あ
ま
り
し
た
こ
と
が
な
い
学
生
に
史
跡
や
歴
史
へ
の
興
味
を
も
た
せ
る
効
果
が
あ
る

こ
と
が
確
認
で
き
た
。

ま
た
、
今
回
の
学
外
研
修
で
試
み
た
事
前
学
習
と
し
て
の
「
講
義
・
レ
ク
チ
ャ
ー
」
と
「
世
田
谷
デ
ジ
タ
ル
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
な
ど
を

使
っ
た
下
調
べ
作
業
」、
散
策
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
の
ワ
ー
ク
ブ
ッ
ク
の
記
入
作
業
、
世
田
谷
代
官
屋
敷
で
の
学
芸
員
の
解
説
、
事
後

学
習
と
し
て
の
「
各
班
の
観
察
結
果
の
発
表
会
」
と
い
う
一
連
の
作
業
が
一
定
の
効
果
を
生
ん
で
い
る
こ
と
も
確
認
で
き
た
。

特
に
今
回
世
田
谷
区
郷
土
資
料
館
の
協
力
に
よ
り
実
現
し
た
世
田
谷
代
官
屋
敷
で
の
学
芸
員
の
解
説
に
つ
い
て
は
、
八
割
近
く
の
学
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【
追
記
】　

今
回
の
学
外
研
修
で
は
世
田
谷
区
立
郷
土
資
料
館
の
学
芸
員
の
方
々
の
積
極
的
な
ご
協
力
が
な
け
れ
ば
大
き
な
効
果
を
生
む
こ
と
は
で
き
な
か
っ

た
。
学
芸
員
の
方
々
に
改
め
て
感
謝
の
意
を
表
し
た
い
。

い
と
思
い
ま
し
た
。」
と
い
っ
た
コ
メ
ン
ト
が
あ
り
、
動
画
を
用
い
た
教
材
だ
け
で
も
一
定
の
教
育
効
果
が
あ
る
こ
と
が
窺
え
た
。
欠

席
者
に
も
こ
う
し
た
教
材
を
提
供
し
て
フ
ォ
ロ
ー
を
す
る
こ
と
が
重
要
に
な
っ
て
く
る
と
考
え
ら
れ
る
。

今
回
の
学
外
研
修
で
は
、
大
き
な
問
題
も
な
く
、
ほ
ぼ
予
定
ど
お
り
に
作
業
を
終
え
る
こ
と
が
で
き
た
が
注
目
ポ
イ
ン
ト
の
記
載
内

容
を
さ
ら
に
工
夫
す
れ
ば
よ
り
効
果
を
得
ら
れ
る
よ
う
に
も
感
じ
ら
れ
た
。
ま
た
、
地
元
の
郷
土
資
料
館
と
の
連
携
、
ワ
ー
ク
ブ
ッ
ク

の
作
成
、
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
に
よ
る
発
表
会
の
実
施
が
大
き
な
効
果
を
生
ん
で
い
る
た
め
、
今
度
も
や
り
方
を
工
夫
し
な
が
ら
学
外
研

修
を
実
施
し
、
そ
の
内
容
に
つ
い
て
検
証
し
て
ゆ
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

註（
1
）
筆
者
小
川
は
中
村
・
相
原
両
氏
と
共
同
研
究
の
場
で
あ
る
漢
籍
教
材
研
究
会
で
学
外
研
修
の
内
容
を
検
討
し
、
そ
の
成
果
を
以
下
の
論
文
に
ま
と
め

て
い
る
。
小
川
快
之
・
中
村
威
也
・
相
原
佳
之
「
東
洋
文
庫
等
で
の
東
洋
史
学
コ
ー
ス
の
学
外
研
修
の
教
育
的
効
果
に
つ
い
て
」（『
国
士
舘
人
文
学
』

第
九
号
、
二
〇
一
九
年
）、
中
村
威
也
・
小
川
快
之
・
相
原
佳
之
「
中
国
の
メ
デ
ィ
ア
の
歴
史
を
テ
ー
マ
と
し
た
東
洋
文
庫
で
の
学
外
研
修
の
教
育
的

効
果
に
つ
い
て
」（『
国
士
舘
人
文
学
』
第
一
一
号
、
二
〇
二
一
年
）。

（
2
）
国
士
舘
と
松
陰
神
社
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
佐
々
博
雄
「
国
士
舘
創
立
と
吉
田
松
陰
」（『
国
士
舘
史
研
究
年
報
・
楓
厡
』
第
六
号
、
二
〇
一
五
年
）、

『
国
士
舘
百
年
史
・
通
史
編
』（
国
士
舘
、
二
〇
二
一
年
）
第
一
部
第
一
章
国
士
舘
の
創
立
、
第
二
節
私
塾
「
国
士
館
」
の
創
立
に
詳
し
い
。

（
3
）
詳
し
く
は
『
重
要
文
化
財
・
都
史
跡
世
田
谷
代
官
屋
敷
』（
世
田
谷
区
立
郷
土
資
料
館
、
二
〇
一
六
年
）、『
世
田
谷
区
立
郷
土
資
料
館
・
資
料
館
だ
よ

り
』
七
二
（
二
〇
二
〇
年
）
参
照
。

（
4
）
大
場
信
續
に
つ
い
て
は
、
浪
江
健
雄
「
国
士
舘
を
支
え
た
人
々
・
大
場
信
續
」（『
国
士
舘
史
研
究
年
報
・
楓
厡
』
第
八
号
、
二
〇
一
七
年
）、
前
掲

『
国
士
舘
百
年
史
・
通
史
編
』
第
一
部
第
二
章
中
等
教
育
機
関
の
創
設
、
第
二
節
商
業
学
校
の
創
設
と
地
域
社
会
に
詳
し
い
。

（
5
）
以
上
の
史
跡
解
説
に
つ
い
て
は
世
田
谷
区
が
開
設
し
た
世
田
谷
区
の
文
化
財
の
総
合
的
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
「
世
田
谷
デ
ジ
タ
ル
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
」
の
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
、
及
び
豪
徳
寺
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
参
照
し
た
。
な
お
、
ワ
ー
ク
ブ
ッ
ク
に
は
こ
の
史
跡
解
説
と
同
様
の
文
を
記
載
し
た
。
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学外研修「吉田松陰・国士舘と彦根藩主井伊家ゆかりの地をめぐる散策」の教育的効果について

89 88

【
追
記
】　

今
回
の
学
外
研
修
で
は
世
田
谷
区
立
郷
土
資
料
館
の
学
芸
員
の
方
々
の
積
極
的
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ご
協
力
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な
け
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ば
大
き
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効
果
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生
む
こ
と
は
で
き
な
か
っ

た
。
学
芸
員
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方
々
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め
て
感
謝
の
意
を
表
し
た
い
。

い
と
思
い
ま
し
た
。」
と
い
っ
た
コ
メ
ン
ト
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あ
り
、
動
画
を
用
い
た
教
材
だ
け
で
も
一
定
の
教
育
効
果
が
あ
る
こ
と
が
窺
え
た
。
欠

席
者
に
も
こ
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し
た
教
材
を
提
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し
て
フ
ォ
ロ
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す
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こ
と
が
重
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に
な
っ
て
く
る
と
考
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ら
れ
る
。

今
回
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学
外
研
修
で
は
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大
き
な
問
題
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な
く
、
ほ
ぼ
予
定
ど
お
り
に
作
業
を
終
え
る
こ
と
が
で
き
た
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ポ
イ
ン
ト
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内

容
を
さ
ら
に
工
夫
す
れ
ば
よ
り
効
果
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ら
れ
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に
も
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じ
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た
。
ま
た
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地
元
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郷
土
資
料
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携
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ワ
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ク
ブ
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成
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グ
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ワ
ー
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い
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、
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し
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そ
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内
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つ
い
て
検
証
し
て
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き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

註（
1
）
筆
者
小
川
は
中
村
・
相
原
両
氏
と
共
同
研
究
の
場
で
あ
る
漢
籍
教
材
研
究
会
で
学
外
研
修
の
内
容
を
検
討
し
、
そ
の
成
果
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以
下
の
論
文
に
ま
と
め

て
い
る
。
小
川
快
之
・
中
村
威
也
・
相
原
佳
之
「
東
洋
文
庫
等
で
の
東
洋
史
学
コ
ー
ス
の
学
外
研
修
の
教
育
的
効
果
に
つ
い
て
」（『
国
士
舘
人
文
学
』

第
九
号
、
二
〇
一
九
年
）、
中
村
威
也
・
小
川
快
之
・
相
原
佳
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メ
デ
ィ
ア
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歴
史
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と
し
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洋
文
庫
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外
研
修
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教
育
的

効
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に
つ
い
て
」（『
国
士
舘
人
文
学
』
第
一
一
号
、
二
〇
二
一
年
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2
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国
士
舘
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松
陰
神
社
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関
係
に
つ
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て
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、
佐
々
博
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「
国
士
舘
創
立
と
吉
田
松
陰
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国
士
舘
史
研
究
年
報
・
楓
厡
』
第
六
号
、
二
〇
一
五
年
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国
士
舘
百
年
史
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通
史
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第
二
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都
史
跡
世
田
谷
代
官
屋
敷
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世
田
谷
区
立
郷
土
資
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館
、
二
〇
一
六
年
）、『
世
田
谷
区
立
郷
土
資
料
館
・
資
料
館
だ
よ

り
』
七
二
（
二
〇
二
〇
年
）
参
照
。

（
4
）
大
場
信
續
に
つ
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て
は
、
浪
江
健
雄
「
国
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舘
を
支
え
た
人
々
・
大
場
信
續
」（『
国
士
舘
史
研
究
年
報
・
楓
厡
』
第
八
号
、
二
〇
一
七
年
）、
前
掲

『
国
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舘
百
年
史
・
通
史
編
』
第
一
部
第
二
章
中
等
教
育
機
関
の
創
設
、
第
二
節
商
業
学
校
の
創
設
と
地
域
社
会
に
詳
し
い
。

（
5
）
以
上
の
史
跡
解
説
に
つ
い
て
は
世
田
谷
区
が
開
設
し
た
世
田
谷
区
の
文
化
財
の
総
合
的
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
「
世
田
谷
デ
ジ
タ
ル
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
」
の
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
、
及
び
豪
徳
寺
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
参
照
し
た
。
な
お
、
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ー
ク
ブ
ッ
ク
に
は
こ
の
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跡
解
説
と
同
様
の
文
を
記
載
し
た
。
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